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Ⅰ 市民意識調査の概要 

調査の目的 
男女共同参画に関する市民の意識の変化や意向について把握し、「第２次きたひろしま男女共同参画プラン」の見

直しなど、今後、市が取り組むべき施策の参考資料として活用します。 

調査の方法と回収結果 
（1） 調査対象：２０歳以上の市民１,０００人（無作為抽出） 

（2） 調査期間：平成２５年６月７日（金）～平成２５年６月２８日（金） 

（3） 調査方法：郵送による 

（4） 回答結果：有効回収数（率） ３９２人 ３９.２％ 

（5） 回収状況表 

 発送数 回収数 回収率 

合計数 1,000 392 39.2％ 

性
別 

男性 492 185 37.6％ 

女性 508 198 39.0％ 

無回答 - 9 - 

年
齢
別 

20 歳代 116 25 21.6％ 

30 歳代 120 41 34.2％ 

40 歳代 137 43 31.4％ 

50 歳代 185 67 36.2％ 

60 歳代 236 116 49.2％ 

70 歳代 129 68 52.7％ 

80 歳以上 77 28 36.4％ 

無回答 - 4 - 

地
区
別 

東部地区 281 107 38.1％ 

西部地区 55 20 36.4％ 

大曲地区 290 104 35.9％ 

西の里地区 109 40 36.7％ 

北広島団地地区 265 117 44.2％ 

無回答 - 4 - 

Ⅱ 報告書の見方 

（1）  回答率（各回答の百分率）は、回答総数を基数として算出し、小数第 2位を四捨五入しました。このため、

個々の比率の合計が 100.0％にならない場合（99.9 あるいは 100.1）があります。 

（2）  複数回答（「2 つまで」「3 つまで」「いくつでも」など）を認めた質問では、回答者数を基数としているため、比率

の合計が 100％を超えることがあります。 
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（3）  前回調査や国（内閣府）・北海道の調査に同様の設問がある場合、できるだけ他調査結果との比較を行いま

した。報告書の中でこれらの表記は以下のとおりとします。 

【今回調査】…本調査（平成２５年度） 

【前回調査】…「男女平等参画に関する市民意識調査」 
・調査実施：北広島市 

・調査対象：２０歳以上の市民１,０００人（無作為抽出） 

・調査期間：平成２１年２月２７日～平成２１年３月１３日 

・調査方法：郵送による 

・回答結果：有効回収数（率） ４５５人 ４５．５％ 

【前々回調査】…「男女平等参画に関する市民意識調査」 
・調査実施：北広島市 

・調査対象：２０歳以上の市民６００人（無作為抽出） 

・調査期間：平成１５年６月１３日～平成１５年６月２９日 

・調査方法：郵送による 

・回答結果：有効回収数（率） ２２３人 ３７．２％ 

【北海道調査】…「DV（配偶者からの暴力）に関する意識調査」 
・調査実施：北海道 

・調査対象：道内に居住する満２０歳以上の男女１,６００人（層化二段無作為抽出） 

・調査期間：平成２３年８月２５日～平成２３年１０月２８日 

・調査方法：郵送による 

・回答結果：有効回収数（率） ５６７人 ３５．４％ 

【内閣府調査】…「男女共同参画社会に関する世論調査」 
・調査実施：内閣府 

・調査対象：全国２０歳以上の日本国籍を有する者５,０００人（層化二段無作為抽出） 

・調査期間：平成２４年１０月１１日～平成２４年１０月２８日 

・調査方法：調査員による個別面接聴取法 

・回答結果：有効回収数（率） ３,０３３人 ６０．７％ 

【内閣府調査（暴力）】…「男女間における暴力に関する調査報告書」 
・調査実施：内閣府 

・調査対象：全国２０歳以上の男女５,０００人（層化二段無作為抽出） 

・調査期間：平成２３年１１月～平成２３年１２月 

・調査方法：郵送留置不問回収法 

・回答結果：有効回収数（率） ３,２９３人 ６５．９％ 
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Ⅲ 回答者の属性 

①男女別 
男女別の回答率は、回答者に占める女性の割合が男性より

3.3 ポイント高く、北広島市の男女比と概ね同じになっています。 

 

 

 

 

 

②年齢別 
回答者の年齢層は、60 代から 70代が多くなっています。 

女性では、20 代から 40代からの回答が多く、男性では 50代以上からの回答が多くなっています。 

 

③地区別 
回答者の地区別割合は、北広島市の地区別人口割合とほぼ同じとなっています。 

 

  

6.4 

2.7 

10.1 

10.5 

8.6 

12.6 

11.0 

8.6 

13.1 

17.1 

17.8 

17.2 

29.6 

34.6 

25.8 

17.3 

20.0 

13.6 

7.1 

6.5 

7.6 

1.0 

1.1 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

男性

女性

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 80歳以上 無回答

27.3 

28.1 

25.8 

5.1 

4.9 

5.6 

26.5 

29.7 

24.2 

10.2 

9.2 

11.6 

29.8 

27.6 

32.3 

1.0 

0.5 

0.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

男性

女性

東部 西部 大曲 西の里 北広島団地 無回答

185人、

47.2%198人、

50.5%

9人、

2.3%

男性

女性

無回答
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④職業別 
  職業別では、「無職」が一番多く、次いで「会社員・公務員」、「専業主婦・主夫」となっています。 

 

職業別の男女の割合 

 

⑤未婚・既婚の別 
 79.8％が既婚者で、そのうち 57.4％は共働き以外と回答しています。 

 

  

21.4 

31.9 

12.1 

4.1 

6.5 

2.0 

14.3 

7.0 

21.7 

20.2 

0.0 

39.4 

1.8 

1.6 

2.0 

29.1 

41.1 

16.7 

5.4 

5.9 

5.1 

0.8 

0.5 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

男性

女性

会社員・公務員 自営業・自由業・家業 パート・アルバイト

専業主婦・専業主夫 学生 無職

その他 無回答

71.9 

75.0 

23.2 

0.0 

63.4 

27.1 

25.0 

76.8 

98.7 

33.1 

1.0

0.0

0.0

1.3

3.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

会社員・公務員

自営業・自由業・家業

パート・アルバイト

専業主婦・専業主夫

その他（学生・無職等）

男性 女性 無回答・無効

15.1 

10.3 

20.2 

22.4 

22.2 

23.2 

57.4 

64.3 

51.0 

5.1 

3.2 

5.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

男性

女性

未婚 既婚（共働き） 既婚（共働き以外） 無回答
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⑥子どもの有無 
76.8％の人に子どもがいます。 

 

  

76.8 

80.0 

73.7 

22.7 

20.0 

26.3 

0.5 

0.0 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

男性

女性

いる いない 無回答
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Ⅳ 調査結果の内容 

調査項目（全 16問） 

 北広島市（今回調査） 内閣府 
内閣府

（暴力） 
北海道 

北広島市 

（前回調査） 

１ 男女の地位の平等意識について ○  ○ ○ 

2 「男女共同参画」に関する用語の認知度について ○  ○ ○ 

3 女性が職業をもつことについての考え方 ○  ○ ○ 

4 進路や職業を選択する際に、性別を意識したか ○    

5 女性が働きやすい社会かどうか    ○ 

6 「男は仕事、女は家庭」という考え方について ○   ○ 

7 「仕事」、「家庭生活」、「地域・個人生活」の関わり方 ○   ○ 

8 
男女がともに、家事、子育て、介護、地域活動に参

加するために必要なこと 
○  ○  

9 ＤＶ（配偶者等からの暴力）の認識  ○ ○  

10 ＤＶ（配偶者等からの暴力）を受けた経験について  ○ ○ ○ 

11 セクシュアル・ハラスメントを受けた経験について    ○ 

12 政治・行政に対する女性の意見の反映   ○ ○ 

13 
男女共同参画社会を実現するために男性がすべき

こと 
   ○ 

14 
男女共同参画社会を実現するために女性がすべき

こと 
   ○ 

15 北広島市に求めること    ○ 

16 男女共同参画のあり方についての意見・提案    ○ 
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（１）男女共同参画社会に関する意識について 

男女の地位の平等意識 
問１ あなたは、次にあげる各分野で男女の地位は平等になっていると思いますか。あなたの気持ちに最も近い番

号を選んでください。（それぞれの分野で○は１つ） 

 

 

38.6 

57.9 

13.0 

61.5 

37.7 

69.7 

66.1 

40.1 

19.6 

54.6 

18.1 

36.5 

14.5 

17.1 

7.9 

4.1 

3.3 

1.3 

7.9 

3.1 

3.3 

8.4 

10.5 

20.2 

12.0 

10.5 

7.1 

7.9 

5.1 

7.9 

8.9 

7.1 

7.4 

5.6 

5.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

家庭生活

職場

学校教育の場

政治の場

法律や制度上

社会通念・慣習

・しきたりなど

社会全体

全体

男性の方が優遇されている 平等 女性の方が優遇されている わからない 無回答

33.5 

58.4 

15.7 

57.8 

27.6 

70.3 

62.7 

45.9 

25.4 

53.5 

24.3 

50.8 

17.3 

21.1 

9.2 

6.0 

4.9 

1.6 

8.6 

3.7 

4.9 

7.0 

4.3 

18.4 

10.8 

7.6 

4.3 

7.0 

4.3 

5.9 

7.6 

5.4 

5.4 

4.3 

4.3 

0% 50% 100%

家庭生活

職場

学校教育の場

政治の場

法律や制度上

社会通念・慣習

・しきたりなど

社会全体

男性

44.5 

58.6 

11.1 

67.7 

48.5 

71.2 

70.7 

34.3 

14.6 

56.1 

11.6 

22.7 

11.1 

13.1 

7.1 

2.5 

2.0 

1.0 

7.6 

2.5 

2.0 

9.6 

16.2 

21.7 

12.6 

13.1 

9.6 

8.6 

4.5 

8.1 

9.1 

7.1 

8.1 

5.6 

5.6 

0% 50% 100%

女性
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「男性の方が優遇されている（男性の方が非常に優遇されている＋男性の方が優遇されている）」と思う分野は

「社会通念・慣習・しきたりなど」69.7％、「社会全体」66.1％、「政治の場」61.5％、「職場」57.9％等の回答割合が

高くなっています。 

 「女性の方が優遇されている（女性の方が非常に優遇されている＋女性の方が優遇されている）」と思う分野では、

「家庭生活」と「法律や制度上」で 7.9％と最も高いものの、各分野とも「平等」や「男性の方が優遇されている」の回

答率の方が高くなっています。 

 一方、「平等」とした回答した人の割合が高いのは「学校教育」54.6％、「家庭生活」40.1％、「法律や制度上」

36.5％となっています。 

「平等」と回答した人の割合（※北広島市での割合が高い順番に表示） 

男女別で比較すると、「家庭生活」（男性45.9％、女性34.3％）、「法律や制度上」（男性50.8％、女性22.7％）、

「職場」（男性25.4％、女性14.6％）、「政治の場」（男性24.3％、女性11.6％）などほとんどの分野で、「平等」と回

答した人の割合は女性の方が低くなっています。 

前回の調査結果と比較すると、「職場」の分野で「平等」（26.6％→19.6％）と回答した人の割合が低下していま

す。 

内閣府、北海道の調査結果と比較すると、「学校教育の場」で「平等」と回答した人の割合（内閣府 67.0％、北

海道 81.0％、市 54.6％）と、「法律や制度上」で「平等」と回答した人の割合（内閣府 45.4％、北海道 45.0％、市

36.5％）が低くなっています。 

 ※ 北海道調査には「わからない」という選択肢がありません。  

回答項目 内閣府 北海道 
北広島市（（）内は前回調査） 

全体 男性 女性 

学校教育の場 67.0％ 81.0％ 54.6％（55.2％） 53.5％（62.4％） 56.1％（51.4％） 

家庭生活 47.0％ 40.0％ 40.1％（45.9％） 45.9％（59.1％） 34.3％（37.5％） 

法律や制度上 45.4％ 45.0％ 36.5％（37.6％） 50.8％（53.0％） 22.7％（26.1％） 

職場 28.5％ 21.7％ 19.6％（26.6％） 25.4％（33.1％） 14.6％（20.5％） 

政治の場 18.6％ 21.2％ 18.1％（17.4％） 24.3％（26.5％） 11.6％（11.1％） 

社会全体 ― ― 17.1％（19.3％） 21.1％（26.0％） 13.1％（13.8％） 

社会通念 ・慣

習・しきたりなど 
21.4％ 15.5％ 14.5％（16.5％） 17.3％（25.4％） 11.1％（ 9.5％） 
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「男女共同参画」に関する用語の認知度 
問２ 次にあげる言葉のうち、あなたが見たり聞いたりしたことがあるものはどれですか。（該当するものすべてに○） 

 

男女共同参画に関する用語のうち、「男女共同参画社会基本法」と「配偶者暴力防止法」については、それぞれ、

市のプランの中で目標値が設定されています。 

 「男女共同参画社会基本法」については前回（平成20年度）の43.1％に比べて39.5％と伸び悩みましたが、「配

偶者暴力防止法」は前回の 40.0％と比較して 76.8％と、大きく認知が進んでいます。 

内閣府調査との比較 

 

内閣府の調査結果と比較すると、「ポジティブ・アクション」（内閣府20.0％、市8.9％）と「ワーク・ライフ・バランス」

（内閣府 41.3％、市 20.9％）を見たり聞いたりしたことのある人の率が低くなっています。 

 

  

男女共同

参画社会

基本法

女子差別

撤廃条約

ポジティ

ブ・アク

ション

ジェン

ダー

男女雇用

機会均等

法

ワーク・

ライフ・

バランス

配偶者暴

力防止法

固定的な

性別役割

分担意識

アンペイ

ド・ワーク

きたひろし

ま男女共

同参画プ

ラン

前回 43.1 30.8 11.0 26.6 80.7 25.5 40.0 4.6 8.1 17.8

今回 39.5 28.6 8.9 26.0 78.1 20.9 76.8 6.9 9.4 15.1

0.0
10.0
20.0
30.0
40.0
50.0
60.0
70.0
80.0
90.0

100.0

目標値：60％ 目標値：100％

（％）

女子差別撤廃

条約

ポジティブ・アク

ション
ジェンダー

男女雇用機会

均等法

ワーク・

ライフ・

バランス

配偶者暴力防

止法

内閣府 34.8 20.0 30.9 79.6 41.3 76.1

市 28.6 8.9 26.0 78.1 20.9 76.8

0.0
10.0
20.0
30.0
40.0
50.0
60.0
70.0
80.0
90.0

100.0
（％） 
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ポジティブ・アクション 

「積極的改善措置」（いわゆるポジティブ・アクション）とは、様々な分野において、活動に参画する機会の

男女間の格差を改善するため、必要な範囲内において、男女のいずれか一方に対し、活動に参画する

機会を積極的に提供するものであり、個々の状況に応じて実施していくものです。 

ジェンダー 

「社会的・文化的に形成された性別」のことです。人間には生まれついての生物学的性別（セックス／sex）

があります。一方、社会通念や慣習の中には、社会によって作り上げられた「男性像」、「女性像」があり、

このような男性、女性の別を「社会的・文化的に形成された性別」（ジェンダー／gender）といいます。「社

会的・文化的に形成された性別」は、それ自体に良い、悪いの価値を含むものではなく、国際的にも使わ

れています。 

ワーク・ライフ・バランス 

「国民一人ひとりがやりがいや充実感を感じながら働き、仕事上の責任を果たすとともに、家庭や地域生

活などにおいても、子育て期、中高年期といった人生の各段階に応じて多様な生き方が選択・実現できる」

ことを言います。 

固定的な性別役割分担意識 

男女を問わず個人の能力等によって役割の分担を決めることが適当であるにもかかわらず、男性、女性と

いう性別を理由として、役割を固定的に分けることをいいます。 

「男は仕事・女は家庭」、「男性は主要な業務・女性は補助的業務」等は固定的な考え方により、男性・女

性の役割を決めている例です。 

アンペイド・ワーク 

無償労働と訳され、賃金、報酬が支払われない労働、活動を意味します。 

内閣府（旧経済企画庁）では、無償労働についての貨幣評価額を推計していますが、同推計においては、

無償労働の範囲は、サービスを提供する主体とそのサービスを享受する主体が分離可能で、かつ市場で

そのサービスが提供されうる行動とされ、具体的には、家事、介護・看護、育児、買物、社会的行動を無

償労働の範囲としています。 

（内閣府男女共同参画局ＨＰより）  
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（２）職業について 

女性が職業をもつことについて 
問３ あなたは、女性が職業をもつことについて、どう思いますか。（○は１つ） 

 

※ 選択肢の「わからない」「無回答」の表示は省略しています。 

「結婚や出産にかかわりなく働き続ける方がよい」と回答した人の割合が 43.1％（前回調査 26.4％）と最も高くな

っており、次に、「子どもができたら職業をやめ、子育てが終わると再び働く方がよい」と回答した人の割合が 31.4％

（前回調査 45.7％）となっています。 

 前回調査まで、「結婚や出産にかかわりなく働き続ける方がよい」と「子どもができたら職業をやめ、子育てが終わ

ると再び働く方がよい」の選択肢では、全国調査と北広島市において順位に差がありましたが、今回調査で同じにな

っています。 

  

43.1 

26.4 

31.9 

47.5 

31.6 

45.7 

40.6 

30.8 

6.6 

13.6 

4.4 

10.0 

2.8 

5.7 

4.2 

5.6 

0.3 

0.2 

2.5 

3.4 

7.9 

7.3 

14.3 

1.4 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

北広島市（今回）

北広島市（前回）

北海道

内閣府

結婚や出産にかかわりなく働き続ける方がよい

子どもができたら職業をやめ、子育てが終わると再び働く方がよい

子どもができたら職業をやめ、家庭に入る方がよい

結婚をしたら職業をやめ、家庭に入る方がよい

女性は職業をもたない方がよい

その他

（％） 
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男女別の割合 

 

 男女別に見ると、男性では「結婚や出産にかかわりなく働き続ける方がよい」と回答した人の割合が高く、女性では

「その他」と回答した人の割合が高くなっています。 

 「その他」の内容の多くは、「どちらともいえない（個人の自由、家庭の事情による、選択の自由があるといい）」とな

っています。 

年齢別の割合 

 

年齢別に見ると、どの世代でも「結婚や出産にかかわりなく働き続ける方がよい」が最も多くなっています。 

20 歳代と 30 歳代では、他の世代と比較して、「その他」と回答した人の割合が高くなっています。 

また、「結婚をしたら職業をやめ、家庭に入る方がよい」と回答した人の割合は、60歳代から上の年代になるにつ

れ、高くなっています。 

47.6 

40.4 

30.3 

33.3 

8.1 

5.6 

3.2 

1.5 

0.5 

4.9 

11.1 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

男性

女性

結婚や出産にかかわりなく働き続ける方がよい

子どもができたら職業をやめ、子育てが終わると再び働く方がよい

子どもができたら職業をやめ、家庭に入る方がよい

結婚をしたら職業をやめ、家庭に入る方がよい

女性は職業をもたない方がよい

その他

40.0 

51.2 

51.2 

52.2 

39.7 

36.8 

35.7 

36.0 

31.7 

20.9 

32.8 

37.9 

27.9 

21.4 

4.0 

0.0 

4.7 

4.5 

7.8 

13.2 

7.1 

0.0 

0.0 

2.6 

5.9 

14.3 

0.0 

2.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

16.0 

17.1 

9.3 

9.0 

6.0 

4.4 

0.0 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

80歳以上

（％） 

（％） 
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未婚・既婚（共働きかどうか）別の割合 

 

 未婚・既婚の別で見ると、「結婚や出産にかかわりなく働き続ける方がよい」と回答した人は、共働きの既婚者で多

くなっています。 

 「子どもができたら職業をやめ、家庭に入る方がよい」と「結婚をしたら職業をやめ、家庭に入る方がよい」は、共働

き以外の既婚者で多くなっています。 

子の有無別の割合 

 

 子どもの有無の別で見ると、「結婚や出産にかかわりなく働き続ける方がよい」と回答した人は、子どものいる人で

多くなっています。 

 「子どもができたら職業をやめ、家庭に入る方がよい」と「その他」は、子どものいない人で多くなっています。 

42.4 

50.0 

41.3 

28.8 

31.8 

32.9 

3.4 

2.3 

8.4 

1.1 

4.4 

0.0 

1.1 

0.0 

11.9 

9.1 

7.1 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

未婚

既婚（共働き）

既婚（共働き以外）

結婚や出産にかかわりなく働き続ける方がよい

子どもができたら職業をやめ、子育てが終わると再び働く方がよい

子どもができたら職業をやめ、家庭に入る方がよい

結婚をしたら職業をやめ、家庭に入る方がよい

女性は職業をもたない方がよい

その他

44.5 

39.3 

32.2 

30.3 

5.6 

10.1 

2.7 

3.4 

0.3 

0.0 

6.6 

12.4 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

子有り

子無し

結婚や出産にかかわりなく働き続ける方がよい

子どもができたら職業をやめ、子育てが終わると再び働く方がよい

子どもができたら職業をやめ、家庭に入る方がよい

結婚をしたら職業をやめ、家庭に入る方がよい

女性は職業をもたない方がよい

その他

（％） 

（％） 
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その他欄記載事項（31件） 

 各個人が自由に選択すべき（20 代男性） 
 その時の年齢や、職業によると思う（20 代女性） 
 働きたい人は働けばよい。私は家庭に入ったけど人それぞれ（20代女性） 
 働き続けられる環境があれば働きたい人は働けば良いと思うし、家庭に入りたい人は入れば良いし、女
性も選べること必要。（20代女性） 

 働きたいなら働けばよい（30代男性） 
 働く事は問題無い、家庭・夫婦間で相談すれば良い（30代男性） 
 資格を持っている人や効率いい方はケッコンや出産に関係なく、働けるだろうし性格によって家庭・出張
によって両立できない人もいるだろうし、何がよいかわからず。自由だと思う。（30 代女性） 

 個人の事情によるので、どちらが良いとはいえない。（30代女性） 
 個々の自由で良い（30 代女性） 
 その人が、希望するのであればどちらでもよいが、働かざるをえない場合もあると思う。（30 代女性） 
 女性自身が職業や家庭に入る有無の決断できることがよい（30代女性） 
 本人しだい（40 代男性） 
 家庭の事情や個々の考えによって異なると思うのでそれぞれの考えで働くなり、家庭に入れば良いと思う
（40 代女性） 

 個々の考えがあるので、決める事はできない。その人の考えで良いと思う。（40代女性） 
 私自身は①ですが、子ども達は小学生の頃までは家庭にいてほしいと言っていた。子ども達の協力、理
解がむずかしく大変であった。（40 代女性） 

 出産後は育児を中心にし、子供の成長に応じて短時間労働から長時間へと移行。その間の労働をシェ
アするという考えが望ましいと思う）その間会社側は労働力を 1 とみなさず 0.5 とか 0.7 として考え、人員

を補う。）（50 代女性） 

 働き続けることが良いとは思いますが、休暇制度を充実させることが一番だと思います。（50代女性） 
 本人に任せては 人がおしつける事では無い（50代女性） 
 子育てはむずかしく、働きたくても、環境が整ってないと無理だと思います。働きたくとも。（50代女性） 
 職業を持つことはかまわないが、女性までかり出さなければまわらない社会なら問題である。科学技術
が発展したら、働かなければならないというのはさくしゅの結果（50代女性） 

 家庭の協力があって、仕事と家庭を両立できるなら職業を持った方がいい。（50 代女性） 
 自分の意志で決定するのがよい（60代男性） 
 本人の意志で決めた方がよい（60 代男性） 
 良い事だと思う。個人差が有る。（60 代男性） 
 配偶者（夫）の給与が高い場合は働かないほうがよい（60 代男性） 
 それぞれの環境や考え方、能力によるものなので一つの型にあてはまる事は出来ない。（60 代女性） 
 女性の意識により違うので、女性のまかせるのがよい（60 代女性） 
 家庭内の労働分担が進めなくては、出産育児は行政の援助がもっと必要だと思います。（60代女性） 
 多様な生き方があるので、一概に言えない（70代男性） 
 職場の理解環境が整っていれば働いた方がいい（70代女性） 
 ①はよくわかりますが、働き続けるかどうかは個人が決めることだと思います（70代女性） 

自由記載（1件） 

 保育所を増設する。（70 代男性）  ※「結婚や出産にかかわりなく働き続ける方がよい」を選択 
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進路や職業を選択する際に、性別を意識したか 
問４ あなたは、進路や職業を選択する際に、性別を意識しましたか。（○は 1 つ） 

 

 

「性別を意識して選択した（性別をかなり意識して選択した＋どちらかといえば性別を意識して選択した）」とする

人の割合が 34.4％、「性別を意識せずに選択した（どちらかといえば性別を意識せずに選択した＋性別をほとんど

（全く）意識せずに選択した）」とする人の割合が 54.6％となっています。 

 男女別に見ると、「性別を意識して選択した」とする人の割合は女性で、「性別を意識せずに選択した」とする人の

割合は男性で、それぞれ高くなっています。 

  

9.9 

6.5 

13.6 

24.5 

16.8 

31.8 

16.3 

17.3 

16.2 

38.3 

51.4 

26.3 

8.2

6.5

9.6

2.8

1.6

2.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

男性

女性

性別をかなり意識して選択した どちらかといえば性別を意識して選択した

どちらかといえば性別を意識せずに選択した 性別をほとんど（全く）意識せずに選択した

わからない 無回答

8.0 

9.8 

11.6 

11.9 

12.9 

5.9 

3.6 

20.0 

31.7 

25.6 

22.4 

24.1 

27.9 

14.3 

8.0 

12.2 

16.3 

16.4 

21.6 

13.2 

17.9 

56.0 

39.0 

39.5 

46.3 

35.3 

32.4 

28.6 

8.0

7.3

7.0

1.5

5.2

16.2

21.4

0.0

0.0

0.0

1.5

0.9

4.4

14.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

80歳以上

性別をかなり意識して選択した どちらかといえば性別を意識して選択した

どちらかといえば性別を意識せずに選択した 性別をほとんど（全く）意識せずに選択した

わからない 無回答
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性・年齢別「性別を意識して選択した」と思う人の割合 

 

性・年齢別「性別を意識せずに選択した」と思う人の割合

 

 性・年齢別に見ると、「性別を意識して選択した」とする人の割合は女性の30歳代と50歳代から60歳代で、「性

別を意識せずに選択した」とする人の割合は男性の全年代と女性の 20歳代で、それぞれ高くなっています。 

内閣府調査との比較 

 内閣府の調査結果と比較すると、北広島市の方が「性別を意識せずに選択した」人の割合（内閣府 70.0％、市

54.6％）が低くなっています。 

28 

42 
37 34 37 

34 

18 

0.0

25.0
18.8 18.2

23.4
29.7

25.0

35.0

52.0
46.2

50.0
54.9

40.7

13.3

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 80歳以上
0.0

25.0

50.0

75.0

100.0
全体

男性

女性

64.0

51.2
55.8

62.7
56.9

45.6 46.4

100.0

62.5

75.0
78.8

71.9

54.1
58.3

55.0

44.0 46.2 47.1

37.3
33.3

40.0

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 80歳以上
0.0

25.0

50.0

75.0

100.0
全体

男性

女性

10.7 

9.9 

16.9 

24.5 

19.3 

16.3 

50.7 

38.3 

2.4

8.2

0.0

2.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

内閣府

北広島市

性別をかなり意識して選択した どちらかといえば性別を意識して選択した

どちらかといえば性別を意識せずに選択した 性別をほとんど（全く）意識せずに選択した

わからない 無回答

（％） 

（％） 
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女性が働きやすい社会 
問５ あなたは、今の社会は女性が働きやすい状況にあると思いますか。（○は１つ） 

 

 

今の社会は女性が「働きやすい（働きやすい＋おおむね働きやすい）」と回答した人の割合は、37.8％となり前回

（32.8％）と前々回（32.2％）と比較してその割合は多少上がっています。 

 しかし、依然として全体の半数以上（53.5％）が「働きやすくない（働きやすくない＋あまり働きやすくない）」と回答

しており、男女別で比較すると、男性は 47.0％、女性は 61.1％と、女性の方が回答率が高くなっています。 

年齢別の「働きやすくない」（「あまり働きやすくない」含む）と回答した割合 

 

年齢別に見ると、「働きやすくない」「あまり働きやすくない」と回答した割合は、40歳代が最も多く 67.5％、続いて

30歳代 56.1％、50 歳代 55.2％、60歳代 53.5％、80 歳以上 50.0％、20歳代 44.0％となっています。 

4.6 

5.9 

3.0 

33.2 

38.4 

28.8 

39.0 

32.4 

46.5 

14.5 

14.6 

14.6 

6.1 

6.5 

5.6 

2.6 

2.2 

1.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

男性

女性

働きやすい おおむね働きやすい あまり働きやすくない

働きやすくない わからない 無回答

4.6 

2.9 

2.2 

33.2 

29.9 

30.0 

39.0 

38.0 

41.7 

14.5 

18.9 

19.3 

6.1 

8.6 

6.3 

2.6 

1.8 

0.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回（Ｈ25）

前回（Ｈ20）

前々回（Ｈ15）

働きやすい おおむね働きやすい あまり働きやすくない

働きやすくない わからない 無回答

44.0

56.1

67.5

55.2 53.5
48.5 50.0

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 80歳以上
0.0

20.0
40.0
60.0
80.0
（％） 



18 

 

職業別の割合 

 

職業別に見ると、「働きやすい（働きやすい＋おおむね働きやすい）」と回答した人の割合は、自営業・自由業・家

業で 50.0％、次いで会社員・公務員で 49.0％、学生で 42.9％、専業主婦・専業主夫で 36.7％、パート・アルバイト

で 35.7％、無職で 31.6％となっています。 

「働きやすくない（働きやすくない＋あまり働きやすくない）」と回答した人の割合は、パート・アルバイトで 62.5％、

次いで専業主婦・専業主夫で58.2％、無職で51.7％、会社員・公務員で48.9％、自営業・自由業・家業で43.8％、

学生で 28.6％となっています。 

  

7.3 

0.0 

3.6 

3.8 

0.0 

5.3 

41.7 

50.0 

32.1 

32.9 

42.9 

26.3 

33.3 

18.8 

50.0 

40.5 

28.6 

37.7 

15.6 

25.0 

12.5 

17.7 

0.0 

14.0 

2.1 

0.0 

1.8 

2.5 

28.6 

12.3 

0.0 

6.3 

0.0 

2.5 

0.0 

4.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

会社員・公務員

自営業・自由業・家業

パート・アルバイト

専業主婦・専業主夫

学生

無職

働きやすい おおむね働きやすい あまり働きやすくない

働きやすくない わからない 無回答
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働きやすくない理由 

問 5-１ 問５で「３ あまり働きやすくない」、「４ 働きやすくない」を選んだ方にお聞きします。女性が「働きやすくな

い」大きな原因と思うものを選んでください。（○は５つまで） 

 

 問５で「あまり働きやすくない」「働きやすくない」と回答した人 53.5％（210人）の中で、働きやすくない大きな原因

は「家事・育児と仕事の両立が難しい」ためと回答した人が 77.6％と最も多く、次いで「保育制度や施設が十分では

ない」と回答した人が 57.6％と、以上 2 つの項目で半数以上の人が回答をしています。 

 前回調査と比較すると、「家事・育児と仕事の両立が難しい」「保育制度や施設が十分ではない」「女性の仕事は

補助的業務や雑用が多い」が回答率を上げ、「育児退職後の再就職（正職員）が難しい」の回答率が下がっていま

す。 
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家
事
・
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児
と
仕
事
の
両
立
が
難
し
い

保
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制
度
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設
が
十
分
で
は
な
い

育
児
退
職
後
の
再
就
職
（
正
職
員
）
が
難
し
い

育
児
休
業
が
と
れ
な
い

昇
進
・
給
与
・
教
育
訓
練
に
男
女
で
差
が
あ
る

女
性
の
仕
事
は
補
助
的
業
務
や
雑
用
が
多
い

能
力
を
正
当
に
評
価
さ
れ
な
い

結
婚
、
出
産
退
職
の
慣
行
が
あ
る

「
男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
」
と
い
う
社
会
通
念

が
強
い

転
勤
に
よ
る
別
居
が
難
し
い

能
力
を
発
揮
す
る
場
が
少
な
い

家
族
の
介
護
を
担
わ
さ
れ
る

家
族
の
理
解
が
得
ら
れ
な
い

そ
の
他

無
回
答

前回

今回

（％） 
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回答が多かった順番に表示 

※ （）内は前回調査 

 男女別に見ると、上位 3位までは差はありませんが、男性は「能力を正当に評価されない」（40.2％）、「昇進・給

与・教育訓練に男女で差がある」（39.1％）が多いのに対し、女性は「女性の仕事は補助的業務や雑用が多い」

（33.1％）、「育児休業がとれない」（31.4％）と順位が高くなっています。 

 また、「家族の介護を担わされる」についても、男性 12.6％に対し、女性 28.1％と性別による意識の差が見られま

す。 

その他欄記載事項（3件） 

 男性の方が、工業的、技術的（理系的）職業に就職し易い傾向にある。女性が、理系的職業に就職しに
くい傾向にある。（30代女性） 

 子供を預ける場所がない（30 代女性） 
 本人の意識問題もある。同性同士のいじめ。（60代男性） 

  

順位 回答項目 （）は前回順位 全体 男性 女性 

1 家事・育児と仕事の両立が難しい（1） 77.6％（62.5％） 75.9％（60.4％） 78.5％（64.2％） 

2 保育制度や施設が十分ではない（3） 57.6％（42.9％） 59.8％（40.6％） 56.2％（44.6％） 

3 育児退職後の再就職（正職員）が難しい（2） 45.7％（55.6％） 42.5％（54.5％） 47.9％（57.4％） 

4 育児休業がとれない（4） 32.4％（37.5％） 32.2％（38.6％） 31.4％（36.5％） 

〃 昇進・給与・教育訓練に男女で差がある（6） 32.4％（33.2％） 39.1％（41.6％） 26.4％（27.7％） 

6 女性の仕事は補助的業務や雑用が多い 29.0％（  -  ） 21.8％（  -  ） 33.1％（  -  ） 

7 能力を正当に評価されない（5） 28.6％（34.7％） 40.2％（37.6％） 19.8％（33.8％） 

8 結婚、出産退職の慣行がある（7） 27.1％（29.7％） 29.9％（33.7％） 24.8％（25.7％） 

〃 「男は仕事、女は家庭」という社会通念が強い（8） 27.1％（23.9％） 25.3％（20.8％） 28.1％（25.7％） 

10 転勤による別居が難しい（9） 21.9％（23.2％） 20.7％（25.7％） 22.3％（20.9％） 

11 能力を発揮する場が少ない（13） 21.4％（14.7％） 31.0％（19.8％） 14.9％（10.8％） 

〃 家族の介護を担わされる（12） 21.4％（16.6％） 12.6％（10.9％） 28.1％（19.6％） 

13 家族の理解が得られない（11） 14.3％（18.9％）  8.0％（11.9％） 18.2％（24.3％） 

 その他  1.4％（ 2.3％）  1.1％（ 1.0％）  1.7％（ 3.4％） 
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（３）家庭生活に関する意識について 

「男は仕事、女は家庭」という考え方について 
問６ あなたは「男は仕事、女は家庭」という考え方をどう思いますか。（○は１つ） 

 

 

家庭生活について、夫は外で働き、妻は家庭を守るべきであるか聞いたところ、「賛成（賛成＋どちらかといえば

賛成）」と回答した人の割合が 33.2％、「反対（反対＋どちらかといえば反対）」と回答した人の割合が 52.3％となっ

ています。 

 前回の調査結果と比較して見ると、「賛成」（28.4％→33.2％）と回答した人の割合が上昇し、「反対」（61.3％→

52.3％）とする人の割合が低下しています。 

男女別に見ると、「賛成」と回答した人の割合は男性で、「反対」と回答した人の割合は女性で、それぞれ高くなっ

てます。 

内閣府の調査結果と比較すると、内閣府では「賛成」と回答した人の割合が 51.6％と過半数を超えたのに対し、

市では「反対」と回答した人の割合の方が高くなっています。 

12.9 

3.6 

3.8 

3.5 

38.7 

29.6 

34.1 

26.3 

27.9 

33.2 

30.8 

35.4 

17.2 

19.1 

17.8 

20.7 

3.3 

9.7 

9.7 

9.6 

0.0 

4.8 

3.8 

4.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

内閣府

北広島市（全体）

北広島市（男性）

北広島市（女性）

賛成 どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対 反対 わからない 無回答

4.0 
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1.5 
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36.6 
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31.3 
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34.3 

35.3 
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20.9 

21.6 

10.3 

14.3 

8.0

9.8
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7.8

7.4

17.9

0.0

0.0

2.3

1.5

4.3

7.4
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

80歳以上

賛成 どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対 反対 わからない 無回答



22 

 

年齢別に見ると、「賛成」と回答した人の割合は 30歳代で 41.5％、40歳代で 39.5％となっており、「反対」と回

答した人の割合は 20歳代で 60.0％、60 歳代で 56.9％、50 歳代で 55.2％と、それぞれ高くなっています。 

未婚・既婚（共働きかどうか）別の割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

未婚・既婚の別で見ると、未婚は「わからない」と回答した人の割合が「既婚」より多いものの、意識に大きな差は

ありませんでした。 

子の有無別の割合 

  

 子の有無による意識の差はありませんでした。 

  

賛成

36.3%

反対

54.6%

わからな

い

8.0%

無回

答・無

効

1.1%

既婚（共働き）

賛成

33.4%

反対

52.9%

わから

ない

8.4%

無回

答・無

効

5.3%

既婚（共働き以外）

賛成

32.9%

反対

52.4%

わからな

い

10.0%

無回答・

無効

4.7%
子がいる

賛成

34.8%

反対

52.8%

わからな

い

9.0%

無回答・

無効

3.4%
子がいない

賛成

30.5%

反対

54.2%

わからな

い

13.6%

無回答・

無効

1.7%
未婚
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「仕事」、「家庭生活」、「地域・個人の生活」の関わり方 

問７ 生活の中で、「仕事」、「家庭生活」、「地域・個人の生活」（地域活動・学習・趣味・付き合い等）の優先度につ

いて、あなたの「希望」と「現実（現状）」に最も近いものを選んでください。（それぞれ○は１つ） 

 

 

 

生活の中での、「仕事」、「家庭生活」、「地域・個人の生活」（地域活動・学習・趣味・付き合い等）の優先度につ

いて、希望に最も近いものを聞いたところ、「仕事と家庭生活をともに優先したい」といった複数の活動をバランスよく

行いたいとする人の割合が最も高く 33.4％となっていますが、現実には、「仕事」あるいは「家庭」など、単一の活動

を優先している人の割合が最も高くなっています。 

このように「仕事」、「家庭生活」、「地域・個人の生活」の優先度に関する希望と現実の乖離は大きく、希望する

生活と現実の生活が一致している人は 34.5％に留まっています。 

男女別に見ると、男性は「仕事」優先を希望する人は、8.1％にすぎませんが、現実には 39.5％の人が「仕事」優

先となっています。また、女性も共通して「仕事」優先が高くなっているほか、「家庭」優先を希望とする人が 23.7％

のところ、現実には 43.4％が「家庭」優先となっており、男性と比べて傾向が異なっています。 

 内閣府の調査結果と比較すると、市では「仕事と家庭生活をともに優先したい」の回答率が高く、「仕事と家庭生

活と地域・個人の生活をともに優先したい」の回答率が低くなっています。また、希望する生活と現実の生活が一致

している人は、内閣府（15.2％）と比べて市（34.5％）は高くなっています。  
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地域・個人の生活 仕事、家庭生活

仕事、地域・個人の生活 家庭生活、地域・個人の生活

仕事、家庭生活、地域・個人の生活 無回答
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7.0 

13.0 

3.2 
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14.1 
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13.6 
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希望

現実（現状）

女性
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希望と現実の一致・不一致（全体） 
 現実（現状） 

仕事 
家庭生

活 

地域・

個人の

生活 

仕事、

家庭生

活 

仕事、

地域・

個人の

生活 

家庭生

活、地

域・個

人の生

活 

仕事、

家庭生

活、地

域・個

人の生

活 

無回

答・無

効 

計 

希
望 

仕事 3.6％ 0.5％ 0.0％ 0.3％ 0.0％ 0.3％ 0.0％ - 4.6％ 

家庭生活 7.4％ 9.7％ 0.3％ 1.8％ 0.5％ 0.0％ 0.5％ - 20.2％ 

地域・個人の

生活 
0.3％ 1.5％ 1.0％ 0.3％ 0.0％ 0.3％ 0.0％ - 3.3％ 

仕事、家庭生

活 
12.0％ 8.7％ 0.3％ 11.5％ 0.3％ 0.8％ 0.0％ - 33.4％ 

仕事、地域・個

人の生活 
1.3％ 0.3％ 0.3％ 0.3％ 0.8％ 0.3％ 0.3％ - 3.3％ 

家庭生活、地

域・個人の生

活 

0.5％ 4.1％ 0.3％ 1.3％ 0.3％ 5.6％ 0.3％ - 12.2％ 

仕事、家庭生

活、地域・個人

の生活 

5.1％ 3.6％ 0.3％ 4.3％ 0.3％ 1.0％ 2.3％ - 16.8％ 

無回答・無効 - - - - - - - 6.1％ 6.1％ 

計 30.1％ 28.3％ 2.3％ 19.6％ 2.0％ 8.2％ 3.3％ 6.1％ 99.9％ 

希望と現実が一致している人  34.5％ 

 

※ 希望のみ記入して、現実（現状）を記入していないものについては、無効としました。 

 （「仕事」1 件、「仕事、家庭生活」5件、「仕事、家庭生活、地域・個人の生活」1件）  
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男女がともに、家事、子育て、介護、地域活動に参加するために必要なこと 
問８ 男女がともに家事、子育て、介護、地域活動に積極的に参加していくためにどのようなことが必要だと思います

か。（該当するものすべてに○） 

 

男女がともに、家事、子育て、介護、地域活動に積極的に参加していくためにはどのようなことが必要だと思うか

聞いたところ、「夫婦や家族間でのコミュニケーションをよくはかること」を挙げた人の割合が 65.1％と最も高く、以下、

「男性が家事などに参加することに対する男性自身の抵抗感をなくすこと」（52.8％）、「社会の中で、男性による家

事、子育て、介護、地域活動について、その評価を高めること」（44.1％）、「労働時間短縮や休暇制度を普及する

ことで、仕事以外の時間をより多く持てるようにすること」（42.3％）の順となっています。 

男女別に見ると、「夫婦や家族間でのコミュニケーションをよくはかること」、「男性が家事などに参加することに対

する男性自身の抵抗感をなくすこと」、「社会の中で、男性による家事、子育て、介護、地域活動についても、その評

価を高めること」「年配者やまわりの人が、夫婦の役割分担等についての当事者の考え方を尊重すること」を挙げた

人の割合が女性で高くなっています。 

65.1 

52.8 

44.1 

42.3 

32.4 

27.3 

20.9 

18.1 

17.6 

13.8 

3.1 

0.8 

4.1 

63.2 

49.2 

41.1 

42.7 

29.7 

24.3 

23.8 

17.3 

16.2 

16.8 

2.7 

1.1 

2.7 

68.2 

57.1 

47.5 

42.9 

35.9 

29.3 

19.2 

19.2 

19.2 

11.6 

3.0 

0.5 

4.0 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0

夫婦や家族間でのコミュニケーションをよくはか

ること

男性が家事などに参加することに対する男性自身

の抵抗感をなくすこと

社会の中で、男性による家事、子育て、介護、地

域活動について、その評価を高めること

労働時間短縮や休暇制度を普及することで、仕事

以外の時間をより多く持てるようにすること

年配者やまわりの人が、夫婦の役割分担等につい

ての当事者の考え方を尊重すること

男性が家事、子育て、介護、地域活動に関心を高

めるよう啓発や情報提供を行うこと

家庭や地域活動と仕事の両立などの問題につい

て、男性が相談しやすい窓口を設けること

男性が家事などに参加することに対する女性の抵

抗感をなくすこと

男性が子育てや介護、地域活動を行うための、仲

間（ネットワーク）作りをすすめること

国や地方公共団体などの研修等により、男性の家

事や子育て、介護等の技能を高めること

特に必要なことはない

その他

無回答・無効

全体

男性

女性

（％） 
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年齢別に見ると、「夫婦や家族間でのコミュニケーションをよくはかること」と「男性が家事などに参加することに対

する男性自身の抵抗感をなくすこと」を挙げた人の割合は20歳代から70歳代までで、「社会の中で、男性による家

事、子育て、介護、地域活動について、その評価を高めること」を挙げた人の割合は 30歳代・40 歳代で、「労働時

間短縮や休暇制度を普及することで、仕事以外の時間をより多く持てるようにすること」を挙げた人の割合は 20歳

代・30 歳代で、それぞれ高くなっています。 

その他欄記載事項（3件） 

 自分で生活していくための衣・食・住の技術を身につけるための教育を、男性にも女性にも、子どものとき
から。（選択肢が男性へのものに偏っているような気がしますが？）（40代女性） 

 介護従事中など経済的困窮の解決（50 代男性） 
 日々の事情の中で自分がしなければならない事を知り行う事。（60 代男性） 

自由記載（4件） 

 仕事をしてお金をもらっているのに、男性が、労働時間短縮を希望できる民間企業はどこにあるのです
か！反対に聞きたいです。（50 代女性） 

 男がとか女とかの考えではなく、一個人（人間）としてどうするか考えたい（50 代女性） 
 男性が家庭に協力出来る仕事内容の会社作りが環境に無いのが現実（60 代女性） 
 わかりません！！（80代以上女性） 
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（４）人権に関する意識について 

ＤＶ（配偶者等からの暴力）の認識 
問９ DV（ドメスティック・バイオレンス）とは、配偶者や交際相手の間で起こる暴力のことをいいます。あなたは、次の

行為が暴力にあたると思いますか。（それぞれの項目で○は１つ） 

 

 

67.1

72.4

63.1

25.3

20.5

30.8

1.5

1.6

1.0

6.1

5.4

5.1

全体

男性

女性

0% 20% 40% 60% 80% 100%

A 平手で打つ

83.4

85.9

82.8

8.7

7.0

10.6

1.5

1.6

1.0

6.4

5.4

5.6

全体

男性

女性

0% 20% 40% 60% 80% 100%

B 足でける

92.3

93.5

93.4

1.5

0.5

2.5

1.0

1.6

0.0

5.1

4.3

4.0

全体

男性

女性

0% 20% 40% 60% 80% 100%

C 身体を傷つける可能

性のある物などでなぐる

58.9

57.3

61.6

29.3

35.1

25.3

5.4

2.7

7.6

6.4

4.9

5.6

全体

男性

女性

0% 20% 40% 60% 80% 100%

D なぐるふりをして、

おどす

92.1

93.0

93.4

1.3

1.1

1.5

1.0

1.6

0.0

5.6

4.3

5.1

全体

男性

女性

0% 20% 40% 60% 80% 100%

E 刃物などを突きつけ

て、おどす

81.6

77.3

87.4

11.7

16.8

7.6

1.5

1.6

1.0

5.1

4.3

4.0

全体

男性

女性

0% 20% 40% 60% 80% 100%

F いやがっているのに性

的な行為を強要する
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70.2

71.9

70.2

18.1

17.8

18.7

5.1

4.9

5.1

6.6

5.4

6.1

全体

男性

女性

0% 20% 40% 60% 80% 100%

G 見たくないのにポルノビ

デオやポルノ雑誌を見せる

48.2

47.0

49.5

38.0

42.2

35.9

7.9

6.5

9.1

5.9

4.3

5.6

全体

男性

女性

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H 何を言っても長時間無視

し続ける

52.3

52.4

52.5

35.7

36.2

36.9

5.6

5.9

5.1

6.4

5.4

5.6

全体

男性

女性

0% 20% 40% 60% 80% 100%

I 交友関係や電話を細かく

監視する

62.8

59.5

66.7

26.8

29.7

25.3

4.6

5.9

3.0

5.9

4.9

5.1

全体

男性

女性

0% 20% 40% 60% 80% 100%

J「誰のおかげで生活できるんだ」
「かいしょうなし」などと言う

52.8

48.6

57.1

38.0

44.3

33.8

3.3

3.2

3.0

5.9

3.8

6.1

全体

男性

女性

0% 20% 40% 60% 80% 100%

K 大声でどなる

70.4

69.7

72.2

19.6

21.6

18.7

4.1

4.3

3.5

5.9

4.3

5.6

全体

男性

女性

0% 20% 40% 60% 80% 100%

L 生活費を渡さない
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「どんな場合でも暴力にあたると思う」回答割合が９０％を超える行為は「身体を傷つける可能性のある物などで

なぐる」と「刃物などを突きつけて、おどす」となっています。 

 「足でける」及び「いやがっているのに性的な行為を強要する」は８０％超、「見たくないのにポルノビデオやポルノ雑

誌を見せる」と「生活費を渡さない」については 7０％超となっています。 

男女別に見ると、「いやがっているのに性的な行為を強要する」ことについて、「どんな場合でも暴力にあたると思う」

と回答した人の割合が女性で高くなっています。 

年齢別に見ると、全体を通して 20 歳代から 60 歳代で「どんな場合でも暴力にあたると思う」回答割合が高くなっ

ています。とりわけ 50 歳代については全ての項目で 60％を超えています。 

「どんな場合でも暴力にあたると思う」と回答した人の割合 

（※北広島市での割合が多かった順番に表示） 

内閣府（暴力）、北海道の調査結果と比較すると、全体的に「どんな場合でも暴力にあたると思う」と回答した人の

割合が高くなっています。 

 とりわけ「いやがっているのに性的な行為を強要する」「生活費を渡さない」「見たくないのにポルノビデオやポルノ雑

順位 回答項目 内閣府（暴力） 北海道 北広島市 

1 身体を傷つける可能性のある物でなぐる 93.1％ 91.4％ 92.3％ 

2 刃物などを突きつけて、おどす 91.4％ 90.8％ 92.1％ 

3 足でける 79.5％ 83.1％ 83.4％ 

4 いやがっているのに性的な行為を強要する 72.0％ 78.7％ 81.6％ 

5 生活費を渡さない - 62.8％ 70.4％ 

6 見たくないのにポルノビデオやポルノ雑誌を見せる 55.7％ 63.0％ 70.2％ 

7 平手で打つ 59.6％ 64.0％ 67.1％ 

8 「誰のおかげで生活できるんだ」「かいしょうなし」などと言う 49.7％ 57.7％ 62.8％ 

9 なぐるふりをして、おどす 52.3％ 62.4％ 58.9％ 

10 大声でどなる 41.2％ 49.6％ 52.8％ 

11 交友関係や電話を細かく監視する 39.8％ 46.6％ 52.3％ 

12 何を言っても長時間無視し続ける 44.5％ 43.0％ 48.2％ 
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誌を見せる」「『誰のおかげで生活できるんだ』『かいしょうなし』などと言う」「大声でどなる」「交友関係や電話を細かく監

視する」について、「どんな場合でも暴力にあたると思う」と回答した人の割合が高くなっています。 

 

 

殴る・けるなどの身体に対する暴力だけが、ＤＶではありません。 

 

殴る・けるなどの身体に対する暴力だけが、ＤＶではありません。 

問９に挙げた行為など、パートナーを自分の思いどおりに支配（コントロール）しようとす

る態度や行動を DV といいます。 

 

 

 

  

性的暴力 

キスや性行為を強要する、避妊に協力しない、ポ

ルノビデオを無理やり見せる など 

 

身体的暴力 

平手で打つ、足でける、身体を傷つける可能性の

ある物でなぐる、髪をひっぱる、腕などを強くつか

む、物を投げつける、突き飛ばす など 

 

 精神的暴力 

怒鳴る、無視する、傷つく言葉を言う、友人や親

族との付き合いを制限する、バカにする、携帯電

話をチェックする、自分や自分の家族に危害が加

えられるのではないかと恐怖を感じるような脅迫を

受ける など 

経済的暴力 

生活費を渡さない、外で働くことを禁じる、家計を

厳しく管理する、借りたお金を返さない、デート費

用をいつも払わせる など 



31 

 

ＤＶ（配偶者等からの暴力）を受けた経験について 
問１０ あなたは、これまでに配偶者や交際相手から次のような暴力を受けたことがありますか。（それぞれの項目で

○は１つ） 

 

 身体的暴力、精神的暴力、経済的暴力、性的暴力のいずれかについて、配偶者や交際相手から被害を受けたこ

とがあると回答した人（何度もあった＋１，２度あった）の割合は31.4％（123人）となっています。男女別の内訳は、

男性 48人、女性 75人となっています。 

男女別の割合 

 

 男女別に見ると、被害を受けたことがあると回答した人の割合は、男性で 26.0％、女性で 37.9％となっています。 

11.5 

3.6 

7.9 

2.0 

2.0 

19.9 

6.4 

19.4 

1.0 

4.6 

63.8 

83.9 

66.1 

89.8 

85.5 

4.8 

6.1 

6.6 

7.1 

7.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

なぐる、けるなどの身体的暴力

無視する、どなるなどの精神的暴力

生活費を渡さないなどの経済的暴力

性的な行為を強要するなどの性的暴力

何度もあった １，２度あった まったくない 無回答

7.6 

2.7 

6.5 

0.0 

1.6 

18.4 

3.2 

18.4 

0.5 

2.2 

69.7 

88.1 

70.3 

93.5 

89.2 

4.3 

5.9 

4.9 

5.9 

7.0 

0% 50% 100%

全体

身体的暴力

精神的暴力

経済的暴力

性的暴力

男性

何度もあった １，２度あった

まったくない 無回答

15.7 

4.5 

9.6 

4.0 

2.5 

22.2 

9.6 

21.2 

1.5 

7.1 

58.6 

81.3 

62.6 

87.9 

83.3 

3.5 

4.5 

6.6 

6.6 

7.1 

0% 50% 100%

女性

何度もあった １，２度あった

まったくない 無回答
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12.0 

18.0 

11.3 

6.4 

3.6 

0.0 10.0 20.0 30.0

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

男性

28.4 

19.9 

16.3 

10.3 

6.8 

0.0 10.0 20.0 30.0

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

女性

 それぞれの行為について、「身体的暴力」は男性で 5.9％、女性で 14.1％、「精神的暴力」は男性で 24.9％、女

性で 30.8％、「経済的暴力」は男性で 0.5％、女性で5.5％、「性的暴力」は男性で 3.8％、女性で 9.6％となってい

ます。いずれの行為も、女性の方が被害の経験が多くなっています。 

 男女・年齢別の割合 

 

男女・年齢別に見ると、被害を受けたことがあると回答した人は、どの世代でも１割を超えています。 

問１０では、過去に被害を受けたことがあるか聞いているため、年齢が高くなるほど経験が累計され、割合が高く

なると推測されます。しかし、内閣府調査（下記）によると、配偶者からいずれかの被害を 5年以内に受けた人の割

合は、年齢が低くなるほど高くなる傾向があります。 

（参考）過去 5年以内の被害経験の有無…「男女間における暴力に関する調査」（H23内閣府調査） 

  

20.0 

0.0 

18.8 

3.0 

4.7 

13.5 

8.3 

20.0 

18.8 

25.0 

21.2 

15.6 

18.9 

16.7 

60.0 

81.3 

56.3 

75.8 

76.6 

59.5 

58.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

3.1 

8.1 

16.7 

0% 50% 100%

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

80歳以上

男性

何度もあった １，２度あった

まったくない 無回答

10.0 

20.0 

11.5 

23.5 

13.7 

14.8 

13.3 

15.0 

20.0 

23.1 

11.8 

29.4 

33.3 

13.3 

75.0 

60.0 

65.4 

64.7 

56.9 

48.1 

33.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

3.7 

40.0 

0% 50% 100%

女性

何度もあった １，２度あった

まったくない 無回答
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DVを受けた経験の重複 

相談先 全体 男性 女性 

実数 123 人 48 人 75 人 

重複あり 34.8％ 27.1％ 40.1％ 

 身体的暴力と精神的暴力 10.6％ 10.4％ 10.7％ 

 身体的暴力と性的暴力 0.8％ 0.0％ 1.3％ 

 精神的暴力と経済的暴力 2.4％ 2.1％ 2.7％ 

 精神的暴力と性的暴力 8.1％ 6.3％ 9.3％ 

 身体的暴力と精神的暴力と経済的暴力 2.4％ 0.0％ 4.0％ 

 身体的暴力と精神的暴力と性的暴力 7.3％ 8.3％ 6.7％ 

 精神的暴力と経済的暴力と性的暴力 1.6％ 0.0％ 2.7％ 

 身体的暴力と精神的暴力と経済的暴力と性的暴力 1.6％ 0.0％ 2.7％ 

重複なし 64.9％ 73.0％ 60.1％ 

 身体的暴力 8.9％ 4.2％ 12.0％ 

 精神的暴力 52.8％ 68.8％ 42.7％ 

 経済的暴力 1.6％ 0.0％ 2.7％ 

 性的暴力 1.6％ 0.0％ 2.7％ 

被害を受けたことがあると回答した人（123人）について、項目別の被害を見ると、重複している人は 34.8％とな

っています。男女別に見ると、男性の 27.1％、女性の 40.1％が重複して被害を受けています。 
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ＤＶ（配偶者等からの暴力）の相談先について 
問１０－１ そのとき、あなたはどこに相談しましたか。（該当するものすべてに○） 

順位 相談先 回答者数 割合 

1 どこ（だれ）にも相談しなかった 82 66.7％ 

2 友人・知人 27 22.0％ 

3 家族・親族 20 16.3％ 

4 北広島市の相談窓口 3 2.4％ 

5 弁護士・弁護士会 2 1.6％ 

6 医療関係者（医師・看護師など） 1 0.8％ 

7 

北海道の相談窓口 

警察の相談窓口 

民間団体などの相談窓口 

学校関係者（教員・スクールカウンセラーなど） 

0  0.0％ 

 その他 0  0.0％ 

 無回答・無効 4  3.3％ 

「どこ（だれ）にも相談しない」が 66.7％で最も多く、次いで「友人・知人」22.0％、「家族・親戚」16.3％と続いてい

ます。このほか「北広島市の相談窓口」2.4％、「弁護士・弁護士会」1.6％、「医療関係者（医師・看護師など）」

0.8％がありますが、少数回答となっています。 

男女別に見ると、男性の「どこ（だれ）にも相談しなかった」の回答率が高くなっています。 

 

  

72.9

20.8

10.4

2.1

0.0

0.0

62.7

22.7

20.0

2.7

2.7

1.3

相談しなかった

友人・知人

家族・親族

北広島市の相談窓口

弁護士・弁護士会

医療関係者

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0

男性

女性

（％） 
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相談しなかった理由 
問１０－２ どこ（だれ）にも相談しなかったのは、なぜですか。（該当するものすべてに○） 

順位 相談先 回答者数 割合 

1 相談するほどのことではないと思った 37 45.1％ 

2 自分にも悪いところがあると思った 28 34.1％ 

3 自分さえ我慢すれば、何とかこのままやっていけると思った 19 23.2％ 

4 相談してもむだだと思った 17 20.7％ 

5 恥ずかしくてだれにも言えなかった 9 11.0% 

6 他人を巻き込みたくなかった 6 7.3% 

7 そのことについて思い出したくなかった 4 4.9% 

8 相談先がわからなかった 3 3.7% 

〃 
相談したことがわかると、加害者から仕返しを受けたり、もっとひどい暴

力を受けると思った 
3 3.7% 

10 他人に知られると、これまで通りの付き合いができなくなると思った 2 2.4% 

11 同性の相談担当者がいなかった 1 1.2％ 

12 
加害者から誰にも言うなとおどされた 

相談相手の言動によって不快な思いをさせられると思った 
0 0.0％ 

 その他 5 6.1% 

 無回答・無効 4 4.9% 

「相談するほどのことではないと思った」が 45.1％であり、最も多くなっています。男性の 62.9％が相談しなかった

理由としてこれをあげています。次に多い回答が「自分にも悪いところがあると思った」34.1％、「自分さえ我慢すれ

ば、何とかこのままやっていけると思った」23.2％となっています。 

その他欄記載事項（5件） 

 相手が変わってくれると思った（20 代男性） 
 夫婦けんか程度（60 代男性） 
 夫婦喧嘩の一環（60 代女性） 
 なぐり返しました（70代女性） 
 仏教で学び、のり越えました。（70 代女性） 

自由記載（3件） 

 ドメスティック・バイオレンスは夫に 28年位受け続けました。離婚は考えた事が有りませんでした。理由は
生活費は全部くれる。子供の習い事（4 才～習う）、教育をきちっと受けさせる気持が有る。子供に暴力

をふるわない。義母も同じだった事（相談相手、夫に助言したりしてくれた）義母が私をかわいがってくれ

た。娘に言われた事、家を建てた事で暴力は終わりました。（母に暴力をふるって何がおもしろいの）（50

代女性） 

 主人が亡くなって 50年すぎましたので。子供は皆孝行してくれます。幸せです。（80代以上女性） 
 私は年ですから若い時の事です（80 代以上女性） 
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男女別の割合 

 

男女別に見ると、男性は「相談するほどのことではないと思った（男性 62.9％、女性 31.9％）」が最も多く、女性は

「自分さえ我慢すれば、何とかこのままやっていけると思った（男性 5.7％、女性 36.2％）」が最も多くなっています。 

  

62.9

37.1

5.7

11.4

5.7

5.7

2.6

2.9

2.9

0.0

2.9

31.9

31.9

36.2

27.7

14.9

8.5

6.4

4.3

4.3

4.3

0.0

相談するほどのことではないと思った

自分にも悪いところがあると思った

自分さえ我慢すれば、何とか

このままやっていけると思った

相談してもむだだと思った

恥ずかしくてだれにも言えなかった

他人を巻き込みたくなかった

そのことについて思い出したくなかった

相談先がわからなかった

相談したことがわかると、

加害者から仕返しを受けたり、

もっとひどい暴力を受けると思った

他人に知られると、これまで通りの

付き合いができなくなると思った

同性の相談担当者がいなかった

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

男性

女性

（％） 
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セクシュアル・ハラスメントを受けた経験について 
問１１ あなたは、これまでに次のような場所でセクシュアル・ハラスメント（セクハラ・性的いやがらせ）を受けたり、身

近な人がセクシュアル・ハラスメントを受けているのを見たり聞いたりしたことがありますか。（該当するものすべてに

○） 

 

 

10.7 

2.7 

18.7 

20.9 

23.2 

19.7 

4.6 

7.0 

2.5 

58.4

59.5

57.6

11.5

11.9

9.6

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0 120.0

全体

男性

女性

全体
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14.8 

17.3 
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セクシュアル・ハラスメントを受けた経験があるか尋ねたところ、全回答者 392 人中、42 人（10.7％）が「自分自

身が受けたことがある」と回答しました。男女別の内訳は男性 5人、女性 37人となっています。 

前回調査と比較すると、前回調査結果では 40人（8.8％）が「セクシュアル・ハラスメントを受けたことがある」と回

答しており、1.9 ポイント上昇しました。前回の男女別の内訳は男性 3人、女性 37人となっています。 

場所別に見ると、「自分自身が受けたことがある」と回答した人は、職場が一番多く 36人（9.2％）、次いで学校が

7人（1.8％）、地域が 6人（1.5％）となっています。  
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セクシュアル・ハラスメントの相談先について 
問１１－１ そのとき、あなたはどこに相談しましたか。（該当するものすべてに○） 

順位 相談先 回答者数 割合 

1 どこ（だれ）にも相談しなかった 19 45.2％ 

2 友人・知人 17 40.5％ 

3 家族・親族 6 14.3％ 

4 職場や学校の相談窓口や上司 4 9.5％ 

5 

警察の相談窓口 

警察以外の公的機関の相談窓口 

民間団体などの相談窓口 

弁護士・弁護士会 

医療関係者（医師・看護師など） 

0 0.0％ 

 その他 2 4.8％ 

 無回答 1 2.4％ 

「どこ（だれ）にも相談しない」が 45.2％で最も多く、次いで「友人・知人」40.5％、「家族・親戚」14.3％と続いてい

ます。 

男女別に見ると、「どこ（だれ）にも相談しなかった」の回答率は女性が高くなっています。 

 

その他欄記載事項（2件） 

 職場の関係者に伝えた（60代女性） 
 組合（70代男性） 

 
  

40.0

20.0

0.0

20.0

20.0

45.9

43.2

16.2

8.1

2.7
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職場や学校の相談窓口や上司

その他

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0 45.0 50.0

男性

女性

（％） 
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相談しなかった理由 
問１１－２ どこ（だれ）にも相談しなかったのは、なぜですか。（該当するものすべてに○） 

順位 相談先 回答者数 割合 

1 相談するほどのことではないと思った 6 31.6％ 

〃 相談してもむだだと思った 6 31.6％ 

3 恥ずかしくてだれにも言えなかった 4 21.1％ 

4 そのことについて思い出したくなかった 3 15.8％ 

5 相談先がわからなかった 2 10.5％ 

〃 自分さえ我慢すれば、何とかこのままやっていけると思った 2 10.5％ 

〃 他人を巻き込みたくなかった 2 10.5％ 

8 
相談したことがわかると、加害者から仕返しを受けたり、もっとひどい暴

力を受けると思った 
1 5.3％ 

〃 他人に知られると、これまで通りの付き合いができなくなると思った 1 5.3％ 

〃 自分にも悪いところがあると思った 1 5.3％ 

11 

同性の相談担当者がいなかった 

加害者から誰にも言うなとおどされた 

相談相手の言動によって不快な思いをさせられると思った 

0 0.0％ 

 その他 3 15.8％ 

 無回答 1 5.3％ 

「相談するほどのことではないと思った」「相談してもむだだと思った」が 31.6％であり、最も多くなっています。次に

多い回答が「恥ずかしくてだれにも言えなかった」の 21.1％となっています。 

その他欄記載事項（3件） 

 酒の上で本人もそこまで考えていなかったと思う。女性社員は全員されていた。その時はイヤだけど他は
まあいいか程度だった。本人にセクハラの意識はなかったと思う。（50 代女性） 

 おばにイヤな思いをさせてしまうから（高校時代）3歳～中学生までDVを受けて育った。自殺も考えたが
死ねなかった。（50代女性） 

 主人の妹に言いつけるとおどした。35 才で主人が亡くなり子供 4 人と一生懸命働き私自身強くなってゆ
きました（80代以上女性） 
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（５）行政に求めることについて 

政治・行政に対する女性の意見の反映 
問１２ あなたは、現在、女性の意見が政治や行政にどの程度反映されていると思いますか。（○は１つ） 

 

「反映されている（十分反映されている＋ある程度反映されている）」と回答した人の割合が 39.3％、「反映され

ていない（あまり反映されていない＋ほとんど反映されていない）」と回答した人の割合が 38.5％となっています。 

男女別に見ると、「反映されている」とする割合は男性が高く、「反映されていない」とする割合は女性が高くなって

います。 

年齢別にみると「ある程度反映されている」とする回答割合は 40歳代から 70歳代で高く、「ほとんど反映されて

いない」とする回答割合は 30歳代、40歳代で高くなっています。 

自由記載（1件） 

 私達の時代より良いと思う（70 代女性） 

 
 

  

2.3 

3.8 

0.5 

37.0 

45.4 

28.8 

30.1 

27.0 

34.3 

8.4 

4.9 

12.1 
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21.7 

4.3 

4.9 

2.5 
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女性

十分反映されている ある程度反映されている あまり反映されていない

ほとんど反映されていない わからない 無回答
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男女共同参画社会を実現するために男性がすべきこと 
問１３ あなたは、男女共同参画社会を実現するために、男性はどのようにすることが必要だと思いますか。（○は３

つまで） 

 

「女性も社会の組織を支える一員であるという認識を持つ」が51.5％と最も多く、次いで「女性が働きつづけられる

よう、家事、子育て、教育を分担する」が 47.2％、「職場で、女性の能力や考え方を尊重する」が 38.5％となってい

ます。 

男女別に見ると、男性が一番多く回答しているのが「女性も社会の組織を支える一員であるという認識を持つ」

57.3％であるのに対し、女性が一番多く回答しているのが「女性が働きつづけられるよう、家事、子育て、教育を分

担する」55.1％となっています。 

前回調査の結果と比較すると、「家事や育児などに参加することに対する抵抗感をなくす」（52.5％→35.5％）と

「仕事中心から、家庭生活とのバランスのとれた生き方に変える」（42.4％→29.3％）の回答割合が低下しています。 
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年齢別、上位 3位の項目 

年齢別に見ると、20歳代では「家事や育児などに参加することに対する抵抗感をなくす」が最も多く、30 歳代から 40

歳代では「女性が働きつづけられるよう、家事、子育て、教育を分担する」が最も多く、50歳代以上では「女性も社会の組

織を支える一員であるという認識を持つ」が最も多くなっています。 

その他欄記載事項（3件） 

 「男性はどのようにすることが」という質問自体が差別的（30 代男性） 
 男性に対しても女性の子育て支援と同じような扱いをする。休み等。（30 代男性） 
 男、女という性別ではなく”人”として、という視点を持つことが、根本的に必要であると思います。
（30 代女性） 

 
  

 順位 項目 

20 歳代 

1 位（52.0％） 家事や育児などに参加することに対する抵抗感をなくす 

2 位（40.0％） 女性が働きつづけられるよう、家事、子育て、教育を分担する 

2 位（40.0％） 仕事中心から、家庭生活とのバランスのとれた生き方に変える 

30 歳代 

1 位（61.0％） 女性が働きつづけられるよう、家事、子育て、教育を分担する 

2 位（43.9％） 家事や育児などに参加することに対する抵抗感をなくす 

3 位（39.0％） 女性も社会の組織を支える一員であるという認識を持つ 

40 歳代 

1 位（51.2％） 女性が働きつづけられるよう、家事、子育て、教育を分担する 

2 位（46.5％） 女性も社会の組織を支える一員であるという認識を持つ 

3 位（44.2％） 家事や育児などに参加することに対する抵抗感をなくす 

50 歳代 

1 位（55.2％） 女性も社会の組織を支える一員であるという認識を持つ 

2 位（50.7％） 女性が働きつづけられるよう、家事、子育て、教育を分担する 

3 位（40.3％） 家事や育児などに参加することに対する抵抗感をなくす 

60 歳代 

1 位（59.5％） 女性も社会の組織を支える一員であるという認識を持つ 

2 位（53.4％） 女性が働きつづけられるよう、家事、子育て、教育を分担する 

3 位（45.7％） 職場で、女性の能力や考え方を尊重する 

70 歳代 

1 位（54.4％） 女性も社会の組織を支える一員であるという認識を持つ 

2 位（47.1％） 職場で、女性の能力や考え方を尊重する 

3 位（39.7％） 仕事中心から、家庭生活とのバランスのとれた生き方に変える 

80 歳以上 

1 位（46.4％） 女性も社会の組織を支える一員であるという認識を持つ 

2 位（28.6％） 家事や育児などに参加することに対する抵抗感をなくす 

3 位（28.6％） 職場で、女性の能力や考え方を尊重する 
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男女共同参画社会を実現するために女性がすべきこと 
問１４ あなたは、男女共同参画社会を実現するために、女性はどのようにすることが必要だと思いますか。（○は３

つまで） 

 

「社会や組織を支える一員としての自覚を持つ」が 50.0％と最も多く、次いで「夫と家事、子育てや教育などの分担に

ついて話し合う」が 41.1％、「自分の意見や希望を様々な場で積極的に発言する」が 31.9％となっています。 

男女別に見ると、男性が一番多く回答しているのが「女性も社会の組織を支える一員であるという認識を持つ」

52.4％であるのに対し、女性が一番多く回答しているのが「夫と家事、子育てや教育などの分担について話し合う」

51.5％となっています。 

前回調査の結果と比較すると、「夫と家事、子育てや教育などの分担について話し合う」と回答した男性の割合

（47.0％→30.3％）、「自分の意見や希望を様々な場で積極的に発言する」と回答した女性の割合（42.3％→27.3％）

が低下しています。 
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年齢別、上位 3位の項目 

年齢別に見ると、「社会や組織を支える一員としての自覚を持つ」と回答した人の割合が 40歳代から 70 歳代では

50％を超えているのに対して、20 歳代は 20.0％、30 歳代では 31.7％となっています。 

 20 歳代と 30 歳代では、「夫と家事、子育てや教育などの分担について話し合う」が最も多くなっています。 

その他欄記載事項（2件） 

 同上（「男性はどのようにすることが」という質問自体が差別的）（30 代男性） 
 2 番の「自分の意見や希望を様々な場で積極的に発言する」で積極的に発言できる環境にする
（50 代女性） 

  

 順位 項目 

20 歳代 

1 位（64.0％） 夫と家事、子育てや教育などの分担について話し合う 

2 位（28.0％） 技能や資格などを習得・取得し、能力の向上を図る 

2 位（28.0％） 結婚・出産後も仕事を続け、経済力をつける 

2 位（28.0％） 男性に出世や稼ぎを求めすぎない 

30 歳代 

1 位（53.7％） 夫と家事、子育てや教育などの分担について話し合う 

2 位（39.0％） 結婚・出産後も仕事を続け、経済力をつける 

3 位（31.7％） 社会や組織を支える一員としての自覚を持つ 

40 歳代 

1 位（60.5％） 社会や組織を支える一員としての自覚を持つ 

2 位（46.5％） 夫と家事、子育てや教育などの分担について話し合う 

3 位（27.9％） 技能や資格などを習得・取得し、能力の向上を図る 

3 位（27.9％） 自分の意見や希望を様々な場で積極的に発言する 

50 歳代 

1 位（58.2％） 社会や組織を支える一員としての自覚を持つ 

2 位（41.8％） 夫と家事、子育てや教育などの分担について話し合う 

3 位（37.3％） 技能や資格などを習得・取得し、能力の向上を図る 

60 歳代 

1 位（54.3％） 社会や組織を支える一員としての自覚を持つ 

2 位（37.9％） 夫と家事、子育てや教育などの分担について話し合う 

3 位（35.3％） 自分の意見や希望を様々な場で積極的に発言する 

70 歳代 

1 位（55.9％） 社会や組織を支える一員としての自覚を持つ 

2 位（41.2％） 自分の意見や希望を様々な場で積極的に発言する 

3 位（38.2％） 技能や資格などを習得・取得し、能力の向上を図る 

80 歳以上 

1 位（35.7％） 社会や組織を支える一員としての自覚を持つ 

1 位（35.7％） 自分の意見や希望を様々な場で積極的に発言する 

2 位（28.6％） 夫と家事、子育てや教育などの分担について話し合う 



46 

 

北広島市に求めること 
問１５ あなたは、男女共同参画社会を実現するために、市はどのようなことに力を入れていくべきだと思いますか。

（○は５つまで） 
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男女共同参画のための条例を作り、

充実した政策を進める

男女共同参画を進めるための

リーダーを養成する

わからない

各国の女性との交流や情報提供など、

国際交流を推進する

男女共同参画を進めるための

拠点施設を設置する

特にない

その他

無回答

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

全体

男性

女性

（％） 



47 

 

 「保育の施設・サービスや地域の子育て環境を整備する」が 45.7％（前回調査 56.7％）と前回調査と同様に最も

多くなっています。 

 次いで、「高齢者の介護施設・サービスを充実する」37.0％（前回調査42.4％）、「学校教育や生涯学習の場で男

女共同参画についての学習を充実させる」（前回調査 41.5％）となっています。 

 男女別に見ると、「高齢者の介護施設・サービスを充実する」が女性の回答率（43.4％）に対し、男性の回答率

（29.7％）が低くなっています。 

 前回調査の結果と比較して、「企業などに雇用における男女共同参画への啓発を進める」と「男女共同参画推進を専

門的に担当する組織や体制を充実させる」が順位を上げています。 

回答が多かった順番に表示 

※ （）内は前回調査 

 

順位 回答項目 （）内は前回の順位 全体 男性 女性 

1 
保育の施設・サービスや地域の子育て環境を整

備する（1） 
45.7％（56.7％） 42.7％（55.2％） 48.5％（58.5％） 

2 高齢者の介護施設・サービスを充実する（2） 37.0％（42.4％） 29.7％（35.4％） 43.4％（45.5％） 

3 
学校教育や生涯学習の場で男女共同参画につ

いての学習を充実させる（3） 
26.8％（41.5％） 28.6％（41.4％） 25.3％（40.7％） 

4 
企業などに雇用における男女共同参画への啓

発を進める（7） 
26.5％（28.6％） 29.2％（29.8％） 24.2％（27.7％） 

5 
女性の就労を支援する情報提供や職業訓練を

進める（4） 
26.3％（38.9％） 20.0％（32.6％） 32.8％（44.3％） 

6 
行政の審議会など、政策を決定する場に女性

を積極的に登用する（5） 
26.0％（33.4％） 29.2％（38.7％） 23.2％（30.4％） 

7 
男女共同参画推進を専門的に担当する組織や

体制を充実させる（9） 
23.0％（25.9％） 27.6％（33.2％） 18.7％（21.3％） 

8 
男女共同参画社会実現へ向けた取組みの提

案など、市民参加の機会を設ける（6） 
21.4％（29.5％） 24.3％（28.7％） 18.7％（28.9％） 

9 
男女共同参画について学ぶための学習講座な

どを行なう（10） 
16.3％（24.4％） 16.8％（22.1％） 16.2％（24.5％） 

10 
男女共同参画意識を高めるための広報や啓発

活動を充実させる（8） 
15.1％（27.3％） 16.2％（27.6％） 13.6％（28.1％） 

11 
男女共同参画のための条例を作り、充実した政

策を進める（11） 
11.7％（15.8％） 13.5％（18.2％）  9.6％（15.0％） 

12 
男女共同参画を進めるためのリーダーを養成す

る（12） 
 8.9％（ 7.0％） 12.4％（ 7.2％）  6.1％（ 7.2％） 

13 
各国の女性との交流や情報提供など、国際交

流を推進する（初） 
 7.9％（  -  ）  7.6％（  -  ）  8.6％（  -  ） 

14 
男女共同参画を進めるための拠点施設を設置

する（13） 
 4.3％（ 6.2％）  7.6％（10.5％）  1.5％（ 2.8％） 
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その他欄記載事項（3件） 

 ”人”としてという視点をベースにした考え方に、発想を転換して男、女という考え方を越えて、対等
に”人”として生きていくことが、出来る社会であって欲しいと考えます。そのために、子供の教育か

ら、始めていくことも、大切なことではないか、と思います。大人への教育も”市”として、取り組めるこ

とがあるかも知れません。（30 代女性） 

 市職員の幹部登用を数値目標を持って進める。（例えば 20％程度）（60 代男性） 
 7 番の保育の施設、8 番高齢者のサービスを近くに持って来て、子供・高齢者もおたがい楽しく生き
がいが見出せる環境作りを進めてほしい。（60 代女性） 
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（６）男女共同参画のあり方についての意見・提案 

問１６ 男女共同参画のあり方についてご意見・ご提案などがありましたら、ご自由にお書きください。 

男女共同参画のあり方全般について（39件） 

 特になし（同様の回答が 9人） 

 結婚して退職すると再就職がむずかしいとききます。 
それはまず子どもがうまれると保育所にあずけないとなりませんがすでに働いているお母さん優先

で、なかなかいれてもらえない（待機児童になる）ため働きにでられないこと。 

そして同じ職場に戻れずパートをしたりするお母さんが多くキャリアアップにつながらない、経済的に

大変という状態らしいです。 

女性が社会進出するならまず離職後元の職場に戻れるようにするかもしくは別の職場でもわけへだ

てなく受け入れ時短就労をみとめるなど工夫や配慮が必要かと思います。（20 代女性） 

 私は学生なのですが、よく先輩の就職活動の面接試験で「女だから結婚したら仕事辞めるんでしょ」
とか「どうせすぐ辞めるんだから女は取りたくない」などと言われる（面接官に）と聞きます。 

これはすべて民間企業での話です。市は民間企業に対して何かしらの対応を行って欲しいと思いま

すし、でなければ「見ため」の男女共同参画社会になってしまうと思います。（20 代女性） 

 男女セクハラよりパワハラの方が重要視すべき（30 代女性） 

 男性には男性の女性には女性の、役割や特性が、やはり、あると思うので、あまりにも、「男女が同じ
ように」と考えすぎる事は非現実的であると思う。 

一方で、女性が男性と同じように責任を仕事で任される機会も増えてきているが、それを支える子

育ての支えや、古き良き家庭の営みを伝承していくことも同時に必要であると思う。 

育休は、ちまたでは、まだまだ取れないのが現状であると思うのでそこに行政の仕組みが入ってくる

ことは期待したい。（30 代女性） 

 現在は社会というと「男性目線」の考えが一般的であると強く思います。「女性からみた視点」を、男
性とは違う考えがあることを、男性が柔軟に受け入れる意識改革が必要だと思います。 

男性のマイナス的要素（プライド・縄張り意識 etc）が日本の世の中の社会の足を引っ張っていると

考えます。（30 代女性） 

 若年者は、性別に関係なく平等にという考えを理解し取り入れていっているが、年齢が高くなるにつ
れ、男は仕事、女は家庭という考えが根づいているので年配者の理解を得るのが大きな課題だと思

います。（30 代女性） 

 先進国だから自然になっていくんじゃないでしょうか？ 
それよりも、子育てのことを市は考えてあげて下さい。（40 代男性） 

 社会全体の労働条件の改善が必要です。（50 代男性） 

 行政は、まずその環境（生活の基盤）を整えるべき、と考える。 
”あり方”は有識者が考えれば良い。（50 代男性） 
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 今回のアンケートにより、わすれていた DVを思い出した。今になってからでは性格が形成されてしま
い、強い者に立ち向かう事は出来ない自分にコンプレックスをもっている。 

このアンケートがどう生かされるのか…何も変わりはしない様に思われます。（50 代女性） 

 この制度を強く進めると少子化は加速すると思う。（50 代女性） 

 行財政改革は解るけどイコール男女共同参画がテーマなのか。 
重要であることは解るけど、何か求ることばかりの設問でないでしょうか。その前にやるべきことあるで

しょう！例ば同じ町内でご挨拶しない所ありますよ。あちらこちらで聞きます。私も体験者の一人で

す！（60 代男性） 

 どこかの国の まね であればやめた方が良いと思う。（60 代男性） 

 ムダなお金は使わず、知恵をしぼって頂きたい。（50 代男性） 

 小学生の頃からそう言う考えを知る様にする（60 代女性） 

 既婚者の男女共同参画は、個人差があると思います。 
特に男性の仕事は多様で毎日遅く帰宅で忙しくとかありますが、出来る方もいると思います。 

もっと色々な所、今放送関係（テレビ・ラジオ）でも取上げられ、色々な例も紹介されて、もっとピーア

ールの為に色々な所で行政も取上げて行かれると良いと思います。（60 代女性） 

 義務教育を受ける時点からの体制が特に大事だと思います（60 代女性） 

 性差別するものではありませんが、女性は子供を産んで育て社会に送り出すという大変な仕事があ
ります。男性も勿論協力してこれにあたるわけですが、女性も若い内に結婚しあたたかい家庭があっ

てこそ安心して子育てが出来るのです。 

結婚するまでは女性は働くとしても妊娠した場合は仕事をやめて体を守り丈夫な子供を育てるのが

基本だと思います。男性も区別なく全面的に協力しなければいけません。 

社会に出てずっと仕事を続けたい女性は結婚すべきではないと思います。また、結婚したとしても子

供をもうけてはいけないと思います。生まれて来る子供が迷惑ですから…。 

女性は欲張ってはいけません。人間の一生は短いのですからそこのところを良く考えてからにしてい

ただきたい。（70 代男性） 

 男女の差別はよくないが区別はあっていい。 
男女雇用機会均等法なる法律があるが全てにおいて男女の差別をしてはならないと理解する人が

多いと思うが、女性が向いている仕事・男性が向いている仕事があることは事実である。 

文明社会の現代ですから男女その事によって差別をすることは良くない。 

力の強い者（男女問わず）が譲る精神が大事です。（70 代男性） 

 基本は子育にあると思います。その大事な時期を親だけにまかせるのではなく、近くに居る人達が
国の大事な事と確認して、生まれた時から育児に関心を持ち、どんな大事業も人が居てこそなの

で、まさに育児はその一番大事なことだと思います。 

人生の終りにきて元気な子供を世に送り出せた事が皆が感じられる幸であって欲しいです。（70 代

女性） 

 随分前からのテーマと思っておりましたのでまだこんな所で足ぶみしているのかと思ったり驚いていま
す。（70 代女性） 
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 世代の均等な選出、男女の均等数、受け入れる場の意識教育・改革（70 代女性） 

 問 5 どれも大切な事のように思い、順番をつけることが出来ません。自然体で女性とか男性とか言
わず肩を並べられるような社会になってほしいと思います。（70 代女性） 

 この頃の女性の社会参加は目ざましいものと思いますが、グローバルな立場で考えると日本はまだ
まだ少ない方と思います。 

もっと社会参加を考えると、まだまだ社会環境を整えるのが大事かと思えます。 

たとえば、色々とあると思いますが、体験的なことで云えば、まず保育所（今、問題になっている待

機児童の問題など）身近な事からの整備が必要かと思います。（70 代女性） 

 男女の教育、共に生き、共に協力して家庭を築いて行くことをおさない時より知らせること。 
女性は男性の飾りではない。使用人でもない。結婚を期に父親と同じ時代の人間になる人が多い。

奥さんを自分の自由にしようとする。女性も男性も相手に対する人間性を重んじ、大せつに、生きる

ものであるとまなんでほしい。 

女性も男性働いてきたこの頃相手に対する感謝を思いやりを何も知らない乳児の頃よりうえつけら

れるように若いお父さん、お母さんに知ってもらい、仲良い二人の姿を見せられるように親教育も進

めて欲しい。誰でもが親になれる資格はないのです。（勉強してほしい）（70 代女性） 

 「男女共同参画」についてもっと PR（宣伝）した方がよいと思う。（80 代以上男性） 

 男性、女性共に甘えない（80 代以上女性） 

 私はもう仕事はやめましたが今の働いている家庭の主婦はもう少し仕事に対する情熱と勉強が足り
ないと思います。 

私の働いている時は、私が頑張ってるから会社が店が繁盛しているんだと云う自負がありましたし進

んで経営にも進言して実行しました。 

子供（4 人）を育てるため女の概念は捨てて働いて来たと思っています。 

今も町内（85 才）や老人会で頑張っています。 

息子と二人暮らしですが食事作りと手芸・パソコンでたのしんだりして楽しんでいます。手芸にしても

出来たら人様にプレゼントしています。（ひざが痛いのだけがつらいです。）（80 代以上女性） 

 私、独居老人のため生きて来た時代も違い考えがまとまりません。御期待にそえないで申訳ありま
せん。後期高齢者とにそれなりのお答えですみませんでした。（80 代以上女性） 

 今の若い人は権利を良く主張するが義務を遂行する事が少ない。 
特に女性とか子供の権利云々と言うが第一に義務をしっかり教育する事。何事もこれから始る国

民、市民をあまやかすな。何かあれば直ぐ援助、補助とやめよ！！（80 代以上性別無回答） 
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市への要望について（3件） 

 子育て環境を見直してほしい。 
学童も小３で終わり、４年生からは夏休みなどの長期の休みの時に行く場所に困る。 

児童センターは昼に一度自宅に戻らないといけない決まりがあり不便。 

長期休みなど、お弁当を持参しても良いとすごく助かります。 

９才から１人で留守番させるのは不安（子供も大人も）なので、結局働き先がパートしかなくなる。

（40 代女性） 

 行財政改革と男女共同参画についての市の前向きな姿勢がうかがわれ心強く感じています。 
しかし、一市民として、今すぐ解決してもらいたい日常的な危険等にまず目を向けてほしいのも事実

です。以下 2 つ、日常的に危険を感じていることを列記します。早急の善処をお願いしたい。 

①サイクリングロード～ 

 大震災以降の自転車ブームでサイクリストがふえ、体育館トンネルから駅までを猛速で飛ばしてい 

 ます。歩行者道路を占用自転車道だと勘違いし、次々と入ってきます。 

 路面の人・車を示すマークがわかりにくく、歩行者が追突される大事故が心配されます。 

 高速自転車に「スピードダウンさせ、専用道ではなく、歩行者保護を訴える」標識を今すぐ設置して 

 もらいたい。東部小の生徒と歩いています。まず事故防止です。 

②車庫証明の徹底を～ 

 あゆみ通りにぶつかるパチンコ屋、回転寿しの間の幅広い（中央に排水口がある）道路付近の住 

 宅では一家で数台もの乗用車を歩道上に置いて使用しています。 

 ここもまた、小学生が朝夕通学し、歩道を降りて車をよけるため車道を歩くというのが見られます。 

 特にパチンコ店の出入りの車のスピードがあり、路上駐車の車の影の子供が見えず危険です。 

 関係部署で警察に車庫証明の照会をし、ずさんな証明を廃してもらいたい。 

次代を担う子供たちが安心して育つ市こそが、市民に一番です。市民の自治意識を醸成してゆくこ

とが、改革や参画の遠まわりだけれど最短の道のようです。（60 代男性） 

 北広島（家の近い）企業雇用を充実してほしい（60 代女性） 

アンケートの内容について（4件） 

 内容が分かりずらい（60 代男性） 

 このアンケート調査の選択肢はそうとうマヌケな「男女共同参画に対する」意見の持ち主が作成した
ものと思われます。もっと勉強しないとこの企画や時代を作って行けないと思います。（60 代男性） 

 このような調査をするに当り、費用も人件ヒもかかっていると思う…無駄のないようにしてほしい。 
このデーターの発表はどこにあるのですか。（70 代女性） 

 設問に工夫を！（本音と建前の識別がむづかしい）、女性側に立った設問が多かった（70 代男性） 
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問１ あなたの性別についてお答えください。（○は１つ） 

 （47.2）１ 男       （50.5）２ 女       （2.3）無回答・無効 

問２ あなたの年齢についてお答えください。（○は１つ） 

 （6.4）１ ２０歳代         （10.5）２ ３０歳代 

（11.0）３ ４０歳代           （17.1）４ ５０歳代 

（29.6）５ ６０歳代         （17.3）６ ７０歳代 

（ 7.1）７ ８０歳以上        （ 1.0）  無回答・無効 

問３ あなたのお住まいの地区についてお答えください。（○は１つ） 

 （27.3）１ 東部地区         （5.1）２ 西部地区 

（26.5）３ 大曲地区         （10.2）４ 西の里地区    

（29.8）５ 北広島団地地区      （ 1.0）  無回答・無効 

問４ あなたの職業についてお答えください。(○は１つ) 

 （21.4）１ 会社員          （ 3.1）２ 公務員          

（ 4.1）３ 自営業・自由業・家業   （14.3）４ パート・アルバイト    

（20.2）５ 専業主婦・専業主夫    （ 1.8）６ 学生 

（29.1）７ 無職           （ 5.4）８ その他（           ） 

 （ 0.8）  無回答・無効 

問５ あなたは現在、結婚（事実婚を含む）をしていますか。（○は１つ） 

 （15.1）１ 未婚 

（22.4）２ 既婚（共働き）      （57.4）３ 既婚（共働き以外） 

 （ 5.1）  無回答・無効 

問６ あなたには同居・別居を含めてお子さんがいますか。（○は１つ） 

 （76.8）１ いる      （22.7）２ いない      （ 0.5）無回答・無効 

 

  

はじめに、あなたご自身についてお伺いします 
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これまでの北広島市の取組み 

北広島市では、平成２３年に「第２次きたひろしま男女共同参画プラン」を策定し、男女共同参画社

会の実現に向けて次のような取組みをすすめています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

男女共同参画社会とは 

「男女が、互いにその人権を尊重しつつ責任も分かち合い、性別にかかわりなく、その個性と能力を

十分に発揮することができる社会」のことをいいます。 
 

⇒ 次のページからが男女共同参画の設問になります（全１６問） 
  

セミナー
•女性のためのスキルアップセミナー

•地域防災講座

•パパもママも楽しく！イクメン講座

図書コーナーの設置
•毎年、男女共同参画週間（６月２３日～６月２９日）に合わせ、北広島市
図書館に特設コーナーを設置しています。

広報紙「えみんぐ」
•年に１回、男女共同参画の取組みをまとめた広報紙「えみんぐ」を発行し
ています。

女性のための法律相談
•年に２回、ＤＶ・セクハラ・離婚などの法律相談を行っています。女性の弁
護士が相談に応じます。

Ⅱ 「男女共同参画」について 
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男女共同参画社会に関する意識について 

問１ あなたは、次にあげる各分野で男女の地位は平等になっていると思いますか。あなたの気持ちに

最も近い番号を選んでください。（それぞれの分野で○は１つ） 

 
 

男性の方

が非常に

優遇され

ている 

どちらか

といえば

男性の方

が優遇さ

れている 

平等 

どちらか

といえば

女性の方

が優遇さ

れている 

女性の方

が非常に

優遇され

ている 

わからな

い 
無回答 
・無効 

A 家庭生活 （5.9） （32.7） （40.1） （6.9） （1.0） （8.4） （5.1） 

B 職場 （13.5） （44.4） （19.6） （3.6） （0.5） （10.5） （7.9） 

C 学校教育の
場 

（1.8） （11.2） （54.6） （2.0） （1.3） （20.2） （8.9） 

D 政治の場 （22.2） （39.3） （18.1） （0.8） （0.5） （12.0） （7.1） 

E 法律や制度
上 

（8.4） （29.3） （36.5） （7.4） （0.5） （10.5） （7.4） 

F 社会通念・

慣習・しきたり

など 
（16.1） （53.6） （14.5） （2.8） （0.3） （7.1） （5.6） 

G 社会全体 （12.5） （53.6） （17.1） （2.8） （0.5） （7.9） （5.6） 

問２ 次にあげる言葉のうち、あなたが見たり聞いたりしたことがあるものはどれですか。（該当する

ものすべてに○） 

（39.5）１ 男女共同参画社会基本法 

（28.6）２ 女子差別撤廃条約 

（ 8.9）３ ポジティブ・アクション（積極的改善措置） 

（26.0）４ ジェンダー（社会的・文化的に形成された性差） 

（78.1）５ 男女雇用機会均等法 

（20.9）６ ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和） 

（76.8）７ 配偶者暴力防止法（ＤＶ防止法） 

（ 6.9）８ 固定的な性別役割分担意識 

（ 9.4）９ アンペイド・ワーク（無償労働・特に家事専業者） 

（15.1）10 きたひろしま男女共同参画プラン 

（ 6.4）11 見たり聞いたりしたものはない 

（ 3.8）  無回答・無効 
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職業について 

問３ あなたは、女性が職業をもつことについて、どう思いますか。（○は１つ） 

（43.1）１ 結婚や出産にかかわりなく働き続ける方がよい 

（31.6）２ 子どもができたら職業をやめ、子育てが終わると再び働く方がよい 

（ 6.6）３ 子どもができたら職業をやめ、家庭に入る方がよい 

（ 2.8）４ 結婚をしたら職業をやめ、家庭に入る方がよい 

（ 0.3）５ 女性は職業をもたない方がよい 

（ 7.9）６ その他（                                ） 

（ 5.4）７ わからない 

（ 2.3）  無回答・無効 

問４ あなたは、進路や職業を選択する際に、性別を意識しましたか。（○は１つ） 

（ 9.9）１ 性別をかなり意識して選択した 

（24.5）２ どちらかといえば性別を意識して選択した 

（16.3）３ どちらかといえば性別を意識せずに選択した 

（38.3）４ 性別をほとんど（全く）意識せずに選択した 

（ 8.2）５ わからない 

（ 2.8）無回答・無効 

 
問５ あなたは、今の社会は女性が働きやすい状況にあると思いますか。（○は１つ） 

（ 4.6）１ 働きやすい        （33.2）２ おおむね働きやすい 

（39.0）３ あまり働きやすくない   （14.5）４ 働きやすくない       

（ 6.1）５ わからない        （ 2.6）  無回答・無効 

※ 問５で「３ あまり働きやすくない」，「４ 働きやすくない」を選んだ方にお聞きします。 
（それ以外の方は問６にお進みください） 

問５－１ 女性が「働きやすくない」大きな原因と思うものを選んでください。（○は５つまで） 

（21.4）１ 能力を発揮する場が少ない   （28.6）２ 能力を正当に評価されない 

（14.3）３ 家族の理解が得られない    （27.1）４ 結婚、出産退職の慣行がある 

（77.6）５ 家事・育児と仕事の両立が難しい（57.6）６ 保育制度や施設が十分ではない 

（32.4）７ 育児休業がとれない      （32.4）８ 昇進・給与・教育訓練に男女で差がある 

（29.0）９ 女性の仕事は補助的業務や雑用が多い（27.1）10「男は仕事、女は家庭」という社会通念が強い 

（21.9）11 転勤による別居が難しい   （45.7）12 育児退職後の再就職（正職員）が難しい 

（21.4）13 家族の介護を担わされる 

（ 1.4）14 その他（                               ） 

（ 0.5）  無回答・無効 



男女共同参画に関する市民意識調査票 

58 

家庭生活に関する意識について 

問６ あなたは「男は仕事、女は家庭」という考え方をどう思いますか。（○は１つ） 

（ 3.6）１ 賛成 （29.6）２ どちらかといえば賛成 （33.2）３ どちらかといえば反対   

（19.1）４  反対 （ 9.7）５ わからない       （ 4.8）   無回答・無効 

問７ 生活の中で、「仕事」、「家庭生活」、「地域・個人の生活」（地域活動・学習・趣味・付き合

い等）の優先度について、あなたの「希望」と「現実（現状）」に最も近いものを選んでください。

（それぞれ○は１つ） 

希 

望 

（ 4.6）１ 「仕事」を優先したい 

（20.2）２ 「家庭生活」を優先したい 

（ 3.3）３ 「地域・個人の生活」を優先したい 

（33.4）４ 「仕事」と「家庭生活」をともに優先したい 

（ 3.3）５ 「仕事」と「地域・個人の生活」をともに優先したい 

（12.2）６ 「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先したい 

（16.8）７ 「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先したい 

現
実
（
現
状
） 

（30.1）１ 「仕事」を優先している 

（28.3）２ 「家庭生活」を優先している 

（ 2.3）３ 「地域・個人の生活」を優先している 

（19.6）４ 「仕事」と「家庭生活」をともに優先している 

（ 2.0）５ 「仕事」と「地域・個人の生活」をともに優先している 

（ 8.2）６ 「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先している 

（ 3.3）７ 「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先している 

※「希望」、「現実（現状）」の無回答…6.1％ 

問８ 男女がともに家事、子育て、介護、地域活動に積極的に参加していくためにどのようなことが必

要だと思いますか。（該当するものすべてに○） 
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（52.8）１ 男性が家事などに参加することに対する男性自身の抵抗感をなくすこと 

（18.1）２ 男性が家事などに参加することに対する女性の抵抗感をなくすこと 

（65.1）３ 夫婦や家族間でのコミュニケーションをよくはかること 

（32.4）４ 年配者やまわりの人が、夫婦の役割分担等についての当事者の考え方を尊重すること 

（44.1）５ 社会の中で、男性による家事、子育て、介護、地域活動について、その評価を高めること 

（42.3）６ 労働時間短縮や休暇制度を普及することで、仕事以外の時間をより多く持てるようにすること 

（27.3）７ 男性が家事、子育て、介護、地域活動に関心を高めるよう啓発や情報提供を行うこと 

（13.8）８ 国や地方公共団体などの研修等により、男性の家事や子育て、介護等の技能を高めること 

（17.6）９ 男性が子育てや介護、地域活動を行うための、仲間（ネットワーク）作りをすすめること 

（20.9）10 家庭や地域活動と仕事の両立などの問題について、男性が相談しやすい窓口を設けること 

（ 0.8）11 その他（                                ） 

（ 3.1）12 特に必要なことはない 

（ 4.1）  無回答・無効 

人権に関する意識について 

問９ DV（ドメスティック・バイオレンス）とは、配偶者や交際相手の間で起こる暴力のことをいいま

す。あなたは、次の行為が暴力にあたると思いますか。（それぞれの項目で○は１つ） 

 
どんな場合でも

暴力にあたると

思う 

暴力にあたる場

合もそうでない

場合もあると思

う 

暴力にあたると

は思わない 
無回答・無効 

A平手で打つ （67.1） （25.3） （1.5） （6.1） 

B足でける （83.4） （8.7） （1.5） （6.4） 

C 身体を傷つける可能性
のある物などでなぐる 

（92.3） （1.5） （1.0） （5.1） 

D なぐるふりをして、お
どす 

（58.9） （29.3） （5.4） （6.4） 

E 刃物などを突きつけ

て、おどす 
（92.1） （1.3） （1.0） （5.6） 

F いやがっているのに性
的な行為を強要する 

（81.6） （11.7） （1.5） （5.1） 

G 見たくないのにポルノ
ビデオやポルノ雑誌を見

せる 
（70.2） （18.1） （5.1） （6.6） 

H 何を言っても長時間無
視し続ける 

（48.2） （38.0） （7.9） （5.9） 
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I 交友関係や電話を細か
く監視する 

（52.3） （35.7） （5.6） （6.4） 

J「誰のおかげで生活でき
るんだ」「かいしょうな

し」などと言う 
（62.8） （26.8） （4.6） （5.9） 

K大声でどなる （52.8） （38.0） （3.3） （5.9） 

L生活費を渡さない （70.4） （19.6） （4.1） （5.9） 
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問１０ あなたは、これまでに配偶者や交際相手から次のような暴力を受けたことがありますか。（それ

ぞれの項目で○は１つ） 

 何度もあった １，２度あった まったくない 無回答・無効 

Aなぐる、けるなどの身体的暴力 （3.6） （6.4） （83.9） （6.1） 

B無視する、どなるなどの精神的
暴力 

（7.9） （19.4） （66.1） （6.6） 

C 生活費を渡さないなどの経済
的暴力 

（2.0） （1.0） （89.8） （7.1） 

D 性的な行為を強要するなどの
性的暴力 

（2.0） （4.6） （85.5） （7.9） 

※ 問１０で「１ 何度もあった」，「２ １、２度あった」を選んだ方にお聞きします。 

問１０－１ そのとき、あなたはどこに相談しましたか。（該当するものすべてに○） 

（16.3）１ 家族・親族             （22.0）２ 友人・知人 

（ 0.0）３ 北海道の相談窓口          （ 2.4）４ 北広島市の相談窓口 

（ 0.0）５ 警察の相談窓口           （ 0.0）６ 民間団体などの相談窓口 

（ 1.6）７ 弁護士・弁護士会          （ 0.8）８ 医療関係者（医師・看護師など） 

（ 0.0）９ 学校関係者（教員・スクールカウンセラー）（ 0.0）10 その他（      ） 

（66.7）11 どこ（だれ）にも相談しなかった   （ 3.3）  無回答・無効 

※ 問１０－１で「１１ どこ（だれ）にも相談しなかった」を選んだ方にお聞きします。 
（それ以外の方は問１１にお進みください） 

問１０－２ どこ（だれ）にも相談しなかったのは、なぜですか。（該当するものすべてに○） 

（ 3.7）１ 相談先がわからなかった 

（ 1.2）２ 同性の相談担当者がいなかった 

（11.0）３ 恥ずかしくてだれにも言えなかった 

（20.7）４ 相談してもむだだと思った 

（ 3.7）５ 相談したことがわかると、加害者から仕返しを受けたり、もっとひどい暴力を受ける 

と思った 

（ 0.0）６ 加害者から誰にも言うなとおどされた 

（ 0.0）７ 相談相手の言動によって不快な思いをさせられると思った 

（23.2）８ 自分さえ我慢すれば、何とかこのままやっていけると思った 

（ 7.3）９ 他人を巻き込みたくなかった 

（ 2.4）10 他人に知られると、これまで通りの付き合いができなくなると思った 

（ 4.9）11 そのことについて思い出したくなかった 

（34.1）12 自分にも悪いところがあると思った 

（45.1）13 相談するほどのことではないと思った 

（ 6.1）14 その他（              ）   （ 4.9）無回答・無効 
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問１１ あなたは、これまでに次のような場所でセクシュアル・ハラスメント（セクハラ・性的いやがら

せ）を受けたり、身近な人がセクシュアル・ハラスメントを受けているのを見たり聞いたりしたこ

とがありますか。（該当するものすべてに○） 

 
自分自身が受

けたことがあ

る 

身近な女性が

受けているの

を見たり聞い

たりしたこと

がある 

身近な男性が

受けているの

を見たり聞い

たりしたこと

がある 

受けたことは

ない（見たり

聞いたりした

ことがない） 

無回答 
・無効 

A 職場 （9.2） （14.8） （3.6） （61.5） （13.5） 

B 学校 （1.8） （3.1） （1.5） （71.7） （21.9） 

C 地域 （1.5） （5.4） （0.8） （75.3） （17.6） 

D その他（   ） （0.8） （1.3） （0.3） （40.6） （57.1） 

※ 問１１で「１ 自分自身が受けたことがある」を選んだ方にお聞きします。 

問１１－１ そのとき、あなたはどこに相談しましたか。（該当するものすべてに○） 

（14.3）１ 家族・親族           （40.5）２ 友人・知人 

（ 9.5）３ 職場や学校の相談窓口や上司   （ 0.0）４ 警察の相談窓口               

（ 0.0）５ 警察以外の公的機関の相談窓口  （ 0.0）６ 民間団体などの相談窓口 

（ 0.0）７ 弁護士・弁護士会        （ 0.0）８ 医療関係者（医師・看護師など） 

（ 4.8）９ その他（          ） （45.2）10 どこ（だれ）にも相談しなかった 

（ 2.4）  無回答・無効 

※ 問１１－１で「１０ どこ（だれ）にも相談しなかった」を選んだ方にお聞きします。 
（それ以外の方は問１２にお進みください） 

問１１－２ どこ（だれ）にも相談しなかったのは、なぜですか。（該当するものすべてに○） 

（10.5）１ 相談先がわからなかった 

（ 0.0）２ 同性の相談担当者がいなかった 

（21.1）３ 恥ずかしくてだれにも言えなかった 

（31.6）４ 相談してもむだだと思った 

（ 5.3）５ 相談したことがわかると、加害者から仕返しを受けたり、もっとひどいいやがらせ 

      を受けると思った 

（ 0.0）６ 加害者から誰にも言うなとおどされた 

（ 0.0）７ 相談相手の言動によって不快な思いをさせられると思った 

（10.5）８ 自分さえ我慢すれば、何とかこのままやっていけると思った 

（10.5）９ 他人を巻き込みたくなかった 

（ 5.3）10 他人に知られると、これまで通りの付き合いができなくなると思った 

（15.8）11 そのことについて思い出したくなかった 

（ 5.3）12 自分にも悪いところがあると思った 

（31.6）13 相談するほどのことではないと思った 

（15.8）14 その他（              ）   （ 5.3）無回答・無効 
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行政に求めることについて 

問１２ あなたは、現在、女性の意見が政治や行政にどの程度反映されていると思いますか。（○は１つ） 

（ 2.3）１ 十分反映されている 

（37.0）２ ある程度反映されている 

（30.1）３ あまり反映されていない 

（ 8.4）４ ほとんど反映されていない 

（17.9）５ わからない 

（ 4.3）    無回答・無効 

問１３ あなたは、男女共同参画社会を実現するために、男性はどのようにすることが必要だと思います

か。（○は３つまで） 

（51.5）１ 女性も社会の組織を支える一員であるという認識を持つ 

（38.5）２ 職場で、女性の能力や考え方を尊重する 

（35.5）３ 家事や育児などに参加することに対する抵抗感をなくす 

（29.3）４ 仕事中心から、家庭生活とのバランスのとれた生き方に変える 

（47.2）５ 女性が働きつづけられるよう、家事、子育て、教育を分担する 

（ 9.2）６ 従来、女性が就く職種だと考えられていた仕事にも進出する 

（ 0.8）７ その他（                              ） 

（ 2.6）８ 特にない    

（ 4.8）９ わからない 

（ 4.8）  無回答・無効 

問１４ あなたは、男女共同参画社会を実現するために、女性はどのようにすることが必要だと思います

か。（○は３つまで） 

（50.0）１ 社会や組織を支える一員としての自覚を持つ 

（31.9）２ 自分の意見や希望を様々な場で積極的に発言する 

（12.0）３ 政治・行政や企業などにおける方針決定の場にも進出する 

（31.9）４ 技能や資格などを習得・取得し、能力の向上を図る 

（19.6）５ 従来、男性が就く職種だと考えられていた仕事にも進出する 

（23.7）６ 結婚・出産後も仕事を続け、経済力をつける 

（41.1）７ 夫と家事、子育てや教育などの分担について話し合う 

（11.2）８ 男性に出世や稼ぎを求めすぎない 

（ 0.5）９ その他（                               ） 

（ 2.3）10 特にない 

（ 6.4）11 わからない 

（ 4.1）  無回答・無効 
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問１５ あなたは、男女共同参画社会を実現するために、市はどのようなことに力を入れていくべきだと

思いますか。（○は５つまで） 

（23.0）１ 男女共同参画推進を専門的に担当する組織や体制を充実させる 

（16.3）２ 男女共同参画について学ぶための学習講座などを行なう 

（21.4）３ 男女共同参画社会実現へ向けた取組みの提案など、市民参加の機会を設ける 

（26.0）４ 行政の審議会など、政策を決定する場に女性を積極的に登用する 

（26.8）５ 学校教育や生涯学習の場で男女共同参画についての学習を充実させる 

（ 8.9）６ 男女共同参画を進めるためのリーダーを養成する 

（45.7）７ 保育の施設・サービスや地域の子育て環境を整備する 

（37.0）８ 高齢者の介護施設・サービスを充実する 

（26.5）９ 企業などに雇用における男女共同参画への啓発を進める 

（26.3）10 女性の就労を支援する情報提供や職業訓練を進める 

（ 4.3）11 男女共同参画を進めるための拠点施設を設置する 

（15.1）12 男女共同参画意識を高めるための広報や啓発活動を充実させる 

（11.7）13 男女共同参画のための条例を作り、充実した政策を進める 

（ 7.9）14 各国の女性との交流や情報提供など、国際交流を推進する 

（ 0.8）15 その他（                               ） 

（ 3.3）16 特にない 

（ 8.7）17 わからない 

（ 7.4）  無回答・無効 

問１６ 男女共同参画のあり方についてご意見・ご提案などがありましたら、ご自由にお書きください。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

ご協力いただき、誠にありがとうございました。 

お手数ですが、折線にそって３つ折にし、同封の返信用封筒（切

手不要）に入れ、6月 28 日（金）までに投函してください。 
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